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は じ め に

　埼玉県の南東部に位置する戸田市は、荒川の自然に恵まれ、古くから交通の
要衝として発展してきました。現在は交通の利便性から都心部のベッドタウン
として市街地化が進み、人口 13万人を超える都市に成長しています。
　近年、まちの景観の急激な変化とともに社会的、文化的な環境も急速に変わっ
てきておりますが、古来より受け継がれてきた伝統や文化を守り、人々の絆を
一層強いものとするために、文化財の保護及び活用が求められています。
　今回報告いたします前谷遺跡第 10次発掘調査は、店舗・共同住宅建設に伴い、
令和３年に緊急発掘調査が行われたものです。
　この発掘調査により、弥生時代から近世にかけての生活の痕跡を多数検出し、
戸田市内の人々の生活や土地利用のあり方などを知る良好な資料を得ることが
でき、地域の遺跡の性格の一端を明らかにすることができました。本書が、戸
田をより深く学習するための一助となることができましたら幸甚に存じます。
　最後になりましたが、本事業の遂行にあたり、御尽力、御協力を賜りました
関係各位に対し、厚く御礼申し上げます。

　　令和３年８月
	 	 	 	 	 	 	 	 戸田市教育委員会
	 	 	 	 	 	 	 	 教育長　戸ヶ﨑　勤
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例　　言

1.	 本書は、埼玉県戸田市上戸田二丁目 25 番３、６の一部に所在する前谷遺跡第
10 次調査の発掘調査報告書である。

2.	 発掘調査は、事業者の小山一夫氏による YFK ビルⅡ新築に伴う緊急発掘調査と
して、戸田市教育委員会（担当：今井源吾）が大成エンジニアリング株式会社
の支援を受けて実施した。また、整理作業及び報告書作成は、戸田市教育委員
会が大成エンジニアリング株式会社から支援を受けて実施した。

3.	 発掘調査は令和３年１月 12 日から同年２月 12 日まで行い、整理作業・報告書
作成は令和３年８月 31 日まで大成エンジニアリング株式会社府中事務所で実施
した。

4.	 発掘調査から報告書作成までの調査事業費は事業者の全額負担による。
5.	 本書は、埼玉県戸田市教育委員会が刊行し、今井が監修した。編集は黒済和彦
指導の下、林ひかるが行った。執筆は、第１章第１節、第２章第１～３節、第
５章第２節を今井、第１章第２節、第２章第４節、第３章、第５章第１節を林、
第４章をパリノ・サーヴェイ株式会社がそれぞれ担当した。

6.	 ＳＤ０１出土の石帯（丸鞆）はパリノ・サーヴェイ株式会社が分析をし、第４
章にその成果を掲載した。

7.	 発掘現場での記録写真は黒済、林が行い、出土遺物は太田淳子が撮影した。
8.	 本書の版権は、戸田市教育委員会が保有する。発掘調査成果の周知、活用、学
術研究、教育等を目的とする場合は、本書の一部を無償で複写し、利用できる
ものとする。

9.	 本遺跡の出土遺物及び発掘調査の各種データ等は、全て戸田市教育委員会が保
管し、活用を図るものとする。

10.	本事業は以下の組織により実施した。
【埼玉県戸田市教育委員会】
教 育 長　戸ヶ﨑　勤
教 育 部 長　山上　睦只
次 長　星野　正義
生 涯 学 習 課 長　福田　忠史（令 和 3 年 1 月 17 日 ま で）

　 　 関 根 　 晃 　  （令 和 3 年 3 月 31 日 ま で）
　 　 鎌 田 　 陽 子 （令 和 3 年 4 月 1 日 か ら）
　 　 高 屋 　 勝 利 （令 和 3 年 4 月 1 日 か ら）

生 涯 学 習 課 主 幹　細井　薫子（令 和 3 年 3 月 31 日 ま で）
　 　 本 橋 　 洋 　  （令 和 3 年 4 月 1 日 か ら）

生 涯 学 習 課 主 任　吉田　幸一   （令 和 3 年 3 月 31 日 ま で）
生 涯 学 習 課 主 事 　 金 子 　 遥 奈  （令 和 3 年 4 月 １ 日 か ら）
	 	 	 　　今井　源吾（出土品整理・報告書作成担当）
【大成エンジニアリング株式会社　文化財事業部】
調 査 員　黒済和彦　林ひかる　佐藤和男
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地山 赤彩範囲 須恵器（断面）

例：MY．　10．　ＳＤ　　01  －  1
遺跡略号 調査次 遺構種別 遺構番号 遺物番号

発掘・整理作業参加者
田原　浩　鈴木勝広　瀬戸宏征　上杉鈴美　戸部英二　伊藤　峻　朝廣俊介
太田淳子　金丸隆子　小野寺優斗　本美里紗子　菅原孝志（順不同）

11. 調査及び本書を作成するにあたり、次の方々・機関にご指導、ご協力を賜った。
市川康弘　岩井浩人　岩 崎 岳 彦 　久世深雪　惟村忠志　宅間清公（敬称略、
五十音順）

凡　　例

1.	 本 書 の 国 家 座 標、 緯 度、 経 度 は 世 界 測 地 系 に 即 し て お り、 平 面 図 の 方 位 は 真 北
を 示 す。

2.	 挿 図 の 縮 尺 は 各 挿 図 に 示 し た。
3.	 本 調 査 で は 世 界 測 地 系 に 準 拠 し た 経 緯 上 に、X ＝ -20730.000、Y ＝ -13838.000

の 国 家 座 標 を 基 点 に し て ４ ｍ 四 方 の グ リ ッ ド を 設 定 し た。 グ リ ッ ド の 呼 称 に つ
い て は 北 西 隅 を 基 点 に、 東 西 方 向 に 大 文 字 ア ル フ ァ ベ ッ ト、 南 北 方 向 に ア ラ ビ
ア 数 字 を 振 り 「A― １」 の よ う に 表 記 す る。

4.	 標 高 は、T．P．（東 京 湾 中 等 潮 位） を 基 準 と し た。
5.	 遺 構 実 測 図 の 水 糸 レ ベ ル は 全 て 標 高 3.00 ｍ に 統 一 し た。
6.	 遺 構 の 略 記 号 は 以 下 の と お り で あ る。

7.	 遺 構 平 面 図 と 遺 物 実 測 図 中 の ト ー ン 及 び 記 号 は 以 下 の と お り で あ る。
SD： 溝 状 遺 構 　SK： 土 坑 　P： ピ ッ ト

8.	 遺 物 の 種 別 の う ち、 弥 生 時 代 後 期 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 土 器 は 全 て 「 弥 生 土
器」、 古 墳 時 代 前 期 初 頭 よ り 後 か ら 平 安 時 代 に 属 す る 土 器 は 全 て 「土 師 器」 と 表
記 し た。 ま た、 中 世 の 陶 器 は 全 て 「 中 世 陶 器 」 と 表 記 し、 そ の う ち 片 口 の 痕 跡
が 確 認 で き な い 鉢 は 全 て 「鉢」 と し た。

9.	 遺 物 実 測 図 の う ち、 整 形 や 器 面 の 摩 耗 に よ り 調 整 痕 が 不 明 瞭 な も の に つ い て は
破 線 で 示 し た。

10.	遺 物 観 察 表 中 の 胎 土 及 び 焼 成 の 項 表 記 は 緻 密 ＞ 密、 良 好 ＞ 良 で あ る。
11.	遺 物 拓 影 図 は、 向 か っ て 左 に 内 面 を、 右 に 外 面 を 示 し た。 た だ し、 外 面 の み の

場 合 に は、 向 か っ て 左 に 外 面 を 示 し た。 底 面 は 下 に 示 し た。
12.	遺 構 覆 土・土 器 な ど の 遺 物 の 色 調 は 『新 版 標 準 土 色 帖』2008 年 度 版 （小 山 正 忠・

竹 原 秀 雄 編 ・ 著 者、 農 林 水 産 省 農 林 水 産 技 術 会 議 事 務 所 監 修、 財 団 法 人 日 本 色
彩 研 究 所 色 票 監 修、 日 本 色 研 事 業 株 式 会 社 発 行） を 参 考 に し た。

13.	写 真 図 版 の 縮 尺 は、 遺 構 は 不 同、 遺 物 は 実 測 図 に 準 拠 し た。 ま た、 写 真 図 版 の
み 掲 載 し て い る 遺 物 の 縮 尺 は 1/3 で あ る。

14.	出 土 遺 物 の 註 記 は、 下 記 の 原 則 に 基 づ き 行 っ た。

表 面 採 取 遺 物 や 攪 乱 層 出 土 遺 物 に つ い て は、遺 跡 略 号 及 び 調 査 次 の み を 記 載 し た。
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図版８
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　５　調査風景（東から）
　６　調査風景（北から）
　７　SD05 出土遺物　口縁部
　８　SD05 出土遺物　内面
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図版 12
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第１章　調査に至る経緯と経過
第１節　調査に至る経緯

　令 和 元 年 ５ 月、 事 業 者 か ら 戸 田 市 教 育 委 員 会 （ 以 下、「 市 教 育 委 員 会 」 と い う。）
に 対 し、 戸 田 市 上 戸 田 二 丁 目 25 番 ３、 ６ の 一 部 に お け る 店 舗 ・ 共 同 住 宅 建 設 事 業
計 画 及 び 埋 蔵 文 化 財 の 取 り 扱 い に つ い て 相 談 が あ っ た。
　 市 教 育 委 員 会 で は、 事 業 計 画 地 が 周 知 の 埋 蔵 文 化 財 包 蔵 地 に 所 在 し て お り、 開 発
工 事 中 に 埋 蔵 文 化 財 が 発 見 さ れ る 可 能 性 が 高 い た め、 事 業 者 に 対 し 工 事 着 手 前 に 試
掘 確 認 調 査 を 実 施 す る よ う に 指 導 し た。
　 こ れ を 受 け、 令 和 元 年 ７ 月 ５ 日 に 事 業 者 か ら 市 教 育 委 員 会 に 対 し 試 掘 確 認 調 査 の
依 頼 書 が 提 出 さ れ、 試 掘 確 認 調 査 を 実 施 す る こ と と な っ た。
　 試 掘 確 認 調 査 は、 市 教 育 委 員 会 が 令 和 元 年 7 月 22 日 ・23 日 に 実 施 し、 弥 生 時 代
後 期 か ら 古 墳 時 代 前 期 の 溝 状 遺 構、 土 坑、 ピ ッ ト と こ れ に 伴 う 土 師 器、 平 安 時 代 の
須 恵 器 を 確 認 し た。
　 そ の 後、 事 業 者、 市 教 育 委 員 会 間 で 埋 蔵 文 化 財 の 保 存 に つ い て 協 議 を も ち、 柱 状
改 良 な ど で 埋 蔵 文 化 財 の 破 壊 を 免 れ な い 建 物 建 設 予 定 地 に つ い て は 記 録 保 存 の た め
の 緊 急 発 掘 調 査、 そ れ 以 外 に つ い て は 現 状 保 存 を 実 施 す る こ と で 合 意 し た。
　 令 和 元 年 7 月 ８ 日、 事 業 者 か ら 文 化 財 保 護 法 第 93 条 の 規 定 に 基 づ く 埋 蔵 文 化 財
発 掘 の 届 出 が 提 出 さ れ、 令 和 ２ 年 12 月 21 日 付 け 戸 教 生 第 1599 号 に て 県 教 育 委 員
会 教 育 長 宛 に 進 達 し た。
　 こ れ を 受 け て、 県 教 育 委 員 会 か ら 事 業 者 に 対 し、 令 和 ３ 年 １ 月 12 日 付 け 戸 教 生
文 第 ４ － 1547 号 で、 申 請 地 内 に お け る 工 事 着 手 前 に 発 掘 調 査 を 実 施 す る よ う 指 示
が あ っ た。
　 ま た、 事 業 者 は 市 教 育 委 員 会 に 対 し、 令 和 ２ 年 12 月 21 日 付 で 発 掘 調 査 の 依 頼
書 を 提 出 し、ま た 令 和 ２ 年 12 月 23 日 付 け 戸 教 生 第 1593 号 に て ２ 者 に よ る 「店 舗・

試掘トレンチ

試掘トレンチ

共 同 住 宅 建 設 予 定 地 に か
か る 埋 蔵 文 化 財 の 取 扱 い
に 関 す る 協 定 書」 を 締 結
し た。
　 そ し て、 市 教 育 委 員 会
か ら 県 教 育 委 員 会 宛 に、
文 化 財 保 護 法 第 99 条 の
規 定 に 基 づ き、 令 和 ３ 年
１ 月 ７ 日 付 け 戸 教 生 第
1635 号 に よ り 埋 蔵 文 化
財 発 掘 調 査 の 通 知 を 提 出
し、 前 谷 遺 跡 第 10 次 発
掘 調 査 を 実 施 す る こ と と
な っ た。

第 1図 遺構確認調査トレンチ図
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第２節　発掘調査と整理作業の経過
１　発掘調査
　前谷遺跡第 10 次調査は、令和３年１月 12 日から２月 12 日まで実施した。調査
面積は 126.91㎡である。１月 12 日に発掘現場の仮囲いをし、発掘機材・重機・プ
レハブ・仮設トイレを搬入した後、調査区を設定した。調査区は３区に分割し、西
側を１区、北東側を２区、南東側を３区とし、１区から順に調査した。表土掘削は
重機で行い、掘削残土は調査区内に仮置きした。また、同日、基準点測量及び測量
基準杭の打設を行った。13 日からは発掘作業員を動員し、重機で遺構確認面まで
掘削した後、検出された遺構から順次調査を開始した。人力による遺構確認を行い、
周溝状遺構や溝状遺構は土層観察ベルトを設定しながら掘削を進めた。また、遺構
ごとに写真撮影、断面図の作成、トータルステーションによる測量、遺物の取り上
げを適宜行った。22 日に全景写真撮影を行い、１区の調査を終了した。25 日に１
区の埋め戻し及び２区の表土掘削を実施し、遺構検出を行った後、26 日から遺構
調査を開始した。２月１日に全景写真撮影を行った後、グリッド E―１にて基本層
序の確認を行い、２区の調査を終了した。２日に２区の埋め戻しと並行して３区の
表土掘削及び遺構検出を行った。３日から遺構調査を開始し、８日に全景写真撮影
を行い、全ての遺構調査が完了した。９日に重機による埋め戻し・整地を行った。
10 日に重機・プレハブの搬出を行い、12 日に仮設トイレの搬出、発掘機材・出土
遺物の撤収を行い、発掘調査の全ての業務が完了した。
　発掘調査での写真撮影は、デジタル一眼レフカメラ NikonD750 を使用し、JPEG、
RAW（NEF）形式にて撮影した。遺構の平面図作成は、株式会社 CUBIC 遺構くんを
使用し、土層断面図は手実測にて行った。

２　整理作業
　本調査に係る出土品及び図面等の整理作業、報告書作成は令和３年２月 15 日か
ら同年８月 31 日まで、大成エンジニアリング株式会社府中事務所にて実施した。
　発掘調査にて出土した遺物は、洗浄・註記・接合を経て、分類・集計等の基礎整
理を行った。その後、報告書に掲載する遺物を抽出し、実測図作成・拓影採取を
行った。採取した拓影はスキャナにてコンピュータに取り込み、Adobe Photoshop に
てデジタルデータ化した。遺物実測図や土層断面図は拓影と同様にスキャナでコン
ピュータに取り込み、デジタルデータ化した後、Adobe Illustrator にてデジタルトレー
スを行った。

１区
２区

３区

　遺物写真は、Nikon D810 を使用して JPEG 形式
にて撮影した。全てのデータが完成した後、版
下 は、Adobe Illustrator 及 び InDesign に て 作 成 し、
INDD 形式ファイルにて入稿した。

第 2図 調査区図



－ 2 － － 3 －

第２章　周辺環境と遺跡・調査の概要
第１節　地理的環境

　 戸 田 市 は、 埼 玉 県 最 南 端 部 に 位 置 し、 東 西 約 6.0km、 南 北 約 3.0km、 面 積 18.19㎢
の 東 西 に 細 長 い 形 状 を 呈 す る。 北 は さ い た ま 市、 東 は 蕨 市 及 び 川 口 市 に そ れ ぞ れ 地
続 き で 接 し、 西 の 朝 霞 市 及 び 和 光 市、 南 の 東 京 都 板 橋 区 及 び 北 区 と は、 荒 川 を 隔 て
て 接 し て い る。 市 域 に は、国 道 17 号 線（旧 中 山 道）や 新 大 宮 バ イ パ ス が 南 北 に 走 り、
首 都 高 速 ５ 号 線、 東 京 外 郭 環 状 道 路、JR 埼 京 線 の 開 通 に よ り、 交 通 の 利 便 性 が 高
ま り、 急 激 な 市 街 地 化 が 進 ん で い る。 都 心 に 近 い 立 地 の た め、 工 場 や 流 通 セ ン タ ー
が 数 多 く 所 在 す る。
　 戸 田 市 の 地 形 は、 約 ２ 万 年 前 の 最 終 氷 期 に 形 成 さ れ た 開 析 谷 を、 利 根 川 等 の 河 川
が 運 搬 し た 土 砂 で 充 填 し て で き た 平 坦 な 沖 積 低 地 ( 荒 川 低 地 ) に 位 置 し て い る。 荒
川 低 地 の 下 流 に は 標 高 ３ ｍ ほ ど の 微 高 地 が 発 達 し、 市 内 で は 中 央 部 を 西 は 美 女 木 か
ら 上 戸 田 を 通 り、 東 は 川 口 市 ま で 荒 川 に 沿 っ て 分 布 し、 こ の 微 高 地 の 南 北 に 低 地 が
裾 の よ う に 広 が る。 こ の 微 高 地 は 自 然 堤 防 と す る 説 も あ る が、 荒 川 右 岸 に 微 高 地 が
確 認 で き な い こ と や、 形 状 が 団 子 状 を 呈 し て い る こ と か ら 浅 谷 も し く は 海 成 段 丘 と
の 指 摘 も あ る。
　 市 内 の 地 層 は、戸 田 市 本 町 付 近 で は 地 下 50 ｍ の 地 点 に 開 析 谷 の 基 底 礫 層 が あ り、
谷 を 軟 弱 な 沖 積 層 が 充 填 し て い る。 沖 積 層 の 上 部 ２ ｍ か ら ３ ｍ の 層 は 戸 田 ・ 蕨 地 域
で は よ く み る こ と が で き る 黄 褐 色 ・ 灰 白 色 の シ ル ト 質 粘 土 層 で、 戸 田 市 に お い て は
遺 跡 の 検 出 面 と し て い る 層 で あ る。 こ の 層 は 岩 質 が 均 一 で あ る 点 や、 微 低 地 に は ヨ
シ ・ マ コ モ 等 の 水 辺 植 物 の 遺 体 か ら な る 泥 炭 層 が 挟 在 し て い る こ と か ら、 荒 川 低 地
を 流 れ て い た 旧 利 根 川 が 中 川 低 地 に 東 遷 し、 デ ル タ 的 環 境 か ら 流 水 の 影 響 の 少 な い

第 3図 埼玉県の地形
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湖 沼 ・ 潟 的 な 環 境 に 移 行 し た 後 に 形 成 さ れ た 層 で あ る。 形 成 時 期 に つ い て は、 泥 炭
層 の 炭 素 年 代 が 1640 ± 60yBP と さ れ る こ と か ら、 弥 生 時 代 末 か ら 古 墳 時 代 前 期 の
時 期 に あ た り、 市 内 に 初 め て 集 落 が 形 成 さ れ た 当 時 は 微 高 地 の 周 囲 に は 湖 沼 ・ 潟 的
な 環 境 が 広 が っ て い た と み ら れ る。

第２節　歴史的環境

　 戸 田 市 で は、 現 在 ま で の と こ ろ 旧 石 器 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ て い な い。 縄
文 時 代 に 帰 属 す る 遺 跡 も 確 認 さ れ て い な い が、 縄 文 時 代 前 期 後 葉 か ら 後 期 中 葉 ま で
の 土 器 片 が 検 出 さ れ て い る。 前 期 で は、 堤 外 か ら 前 期 後 葉 諸 磯 a 式 の 破 片 資 料 １ 点
が 出 土 し て お り、 本 町 か ら は 前 期 末 の ほ ぼ 完 形 の 十 三 菩 提 式 深 鉢 形 土 器 が 出 土 し て
い る。 ま た、 戸 田 市 文 化 会 館 の 建 設 中 に、 含 礫 砂 層 か ら 縄 文 時 代 前 期 か ら 中 期 の 頃
の 化 石 人 骨 が 見 つ か っ て い る。 人 骨 の 周 囲 に は 丸 木 舟 と み ら れ る 木 屑 等 も み つ か っ
て お り、 こ の 時 期 の 戸 田 市 域 が 海 進 の 影 響 を 受 け て い た こ と が 分 か る。 中 期 は、 鍛
冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡 ・ 前 谷 遺 跡 や 南 原 遺 跡 等 で 勝 坂 式 ・ 阿 玉 台 式 や 加 曽 利 E 式 期 の 土
器 片 が 検 出 さ れ て い る。 後 期 は、 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡 で は、 堀 之 内 式、 加 曽 利 B 式
の 土 器 片 が 出 土 し て お り、 堤 外 か ら も 同 型 式 期 に 帰 属 す る 土 器 片 が 出 土 し て い る。
　 縄 文 時 代 晩 期 か ら 弥 生 時 代 中 期 に か け て の 遺 構 ・ 遺 物 は 確 認 さ れ て い な い が、 弥
生 時 代 後 期 末 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 に な る と、 市 域 内 の 微 高 地 上 に 遺 跡 が 形 成 さ れ
る よ う に な る。
　 弥 生 時 代 後 期 末 か ら 古 墳 時 代 前 期 で は、 前 谷 遺 跡、 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡、 南 町 遺
跡、 南 原 遺 跡、 上 戸 田 本 村 遺 跡 及 び 根 木 橋 遺 跡 で 遺 構 ・ 遺 物 が 検 出 さ れ て い る。 こ
の 中 で も 昭 和 51 年 (1976) に 埼 玉 県 選 定 重 要 遺 跡 に 選 定 さ れ た 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡

第 4図 戸田市域の地形
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第 5図 前谷遺跡及び周辺の遺跡位置図

第 1表 前谷遺跡周辺遺跡の概要
NO. 遺跡名 所在地 種別 主な時代 立地

1 前谷遺跡 戸田市上戸田２丁目 集落跡・城館跡 弥生後期・古墳前期・平安・鎌倉・南北朝・室町 微高地

2 鍛冶谷・新田口遺跡 戸田市上戸田３・５丁目、本町３丁目、大字新曽 集落跡 弥生後期・古墳前期 微高地

3 大前遺跡 戸田市本町３丁目 集落跡 古墳前期・平安・南北朝・室町 微高地

4 上戸田本村遺跡 戸田市本町３丁目 集落跡・円墳 古墳後期 微高地

5 南町遺跡 戸田市南町 集落跡 古墳前期 微高地

6 南原遺跡 戸田市南町 集落跡・円墳 弥生後期・古墳前/後期・奈良・平安・鎌倉 微高地

戸田市 0 3km

前谷遺跡

１

２

３
４

５

６
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は、 当 該 期 の 方 形 周 溝 墓 （周 溝 状 遺 構） 群 や 集 落 跡、 木 器 の 出 土 等 か ら 全 国 的 に 有
名 で あ る。 上 戸 田 本 村 遺 跡 で は、 第 ２ 次 及 び 第 ３ 次 調 査 で は、 環 濠 と 思 わ れ る 溝 状
遺 構 と 溝 の 東 部 に 密 集 す る 竪 穴 建 物 跡 群 を 検 出 し て い る こ と か ら、 上 戸 田 本 村 遺 跡
周 辺 が 当 該 期 の 環 濠 集 落 で あ っ た 可 能 性 が 高 い。 中 期 の 遺 構 ・ 遺 物 が 検 出 さ れ た 遺
跡 は 南 原 遺 跡 第 ２ 次 調 査 B 区 で 竪 穴 建 物 跡 ３ 棟、 第 ９ 次 調 査 で 井 戸 跡 １ 基、 第 10
次 調 査 で 竪 穴 建 物 跡 １ 棟 と 土 坑 ２ 基 が 確 認 さ れ た の み で あ る。
　 古 墳 時 代 後 期 は、 上 戸 田 本 村 遺 跡 や 南 原 遺 跡 周 辺 で 群 集 墳 が 形 成 さ れ る 時 期 で あ
る。 上 戸 田 本 村 遺 跡 内 に は、「 く ま ん 塚 」 と 呼 ば れ た 円 墳 が 所 在 し、 そ こ か ら 横 穴
式 石 室 の 石 材 の 一 部 と 直 刀 ２ 振 が 出 土 し て い る。 ま た、 上 戸 田 本 村 遺 跡 で は 鬼 高 期
の 竪 穴 建 物 跡 ２ 棟、 馬 形 埴 輪 や 人 物 埴 輪、 円 筒 埴 輪 が 出 土 し た 古 墳 周 溝 が １ 基 検 出
さ れ て い る。 南 原 遺 跡 で は、 第 １ 次 調 査 で 人 物 埴 輪、 円 筒 埴 輪 等 が 出 土 し た 円 墳 １
基、 第 ２ 次 調 査 A 区 で 円 形 周 溝 墓 （ 円 墳 ） １ 基、 第 ３ 次 調 査 D 区 で 鬼 高 式 期 の 竪
穴 建 物 跡 １ 棟 と 屋 外 竃 １ 基、 第 ４ 次 調 査 で 円 形 周 溝 墓 （円 墳） ２ 基、 ６ 次 調 査 で 円
形 周 溝 墓 （円 墳） １ 基、 第 ８ ・ ９ 次 調 査 で 馬 形 埴 輪、 人 物 埴 輪、 家 形 埴 輪、 円 筒 埴
輪 等 が 出 土 し た 古 墳 周 溝 が ２ 基 検 出 さ れ て い る。 第 12 次 調 査 で は、 人 物 埴 輪、 鶏
形 埴 輪、 円 筒 埴 輪 が 出 土 し た 古 墳 周 溝 が １ 基 検 出 さ れ て い る。
　 平 安 時 代 は、 南 原 遺 跡、 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡、 前 谷 遺 跡 で 竪 穴 建 物 跡、 掘 立 柱 建
物 跡、 井 戸 跡、 土 坑 群、 柵 列 跡、 畝 状 遺 構 が 検 出 さ れ て い る。
　 中 世 は、 市 の 西 部 か ら さ い た ま 市 の 南 西 部 が か つ て 佐 々 目 郷 に 当 た り、 鎌 倉 時 代
か ら 戦 国 時 代 に か け て 鶴 岡 八 幡 宮 の 社 領 で あ っ た。 当 該 期 は、大 前 遺 跡 や 前 谷 遺 跡、
南 原 遺 跡、 南 町 遺 跡 及 び 美 女 木 八 幡 社 脇 遺 跡 で 掘 立 柱 建 物 跡、 溝 状 遺 構、 井 戸 跡 等
が 検 出 さ れ て い る。
　 近 世 は、 市 の 大 半 の 村 が 幕 府 の 直 轄 領 と な り、 徳 川 家 の 鷹 場 と し て 使 用 さ れ て い
た こ と が わ か っ て い る。 ま た、 五 街 道 の 一 つ で あ る 中 山 道 の 整 備 に 伴 い、 荒 川 を 渡
る 「戸 田 の 渡 し」 が 板 橋 宿 と 蕨 宿 を 結 ぶ 交 通 の 要 所 と し て 機 能 し て い た。 当 該 期 は
鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡 第 ９ 次 調 査 で 溝 状 遺 構 や 井 戸 跡 が、 美 女 木 八 幡 社 脇 遺 跡 で は 美
女 木 八 幡 社 を 廻 っ て い た 堀 の 跡 が 検 出 さ れ て い る。

第３節　遺跡・調査の概要

　前 谷 遺 跡 は、JR 埼 京 線 戸 田 公 園 駅 か ら 北 東 約 700m の 埼 玉 県 戸 田 市 上 戸 田 二 丁 目
地 内 に 所 在 す る。 遺 跡 周 辺 に は、「檮 構 ( と う が ま え )」、「竹 ノ 内」、「左 衛 門 屋 敷」、「雑
色」、「元 蕨」 等 の 地 名 が 古 く か ら 残 っ て い る。 中 山 道 蕨 宿 の 成 立 が 元 蕨 か ら の 移 住
に 伴 う こ と が、 戸 田 ・ 蕨 の 近 世 文 書 で 確 認 で き、 中 世 に は 同 地 に 六 斎 市 等 が 開 か れ
て い た と み ら れ、 ま た 土 塁 の 一 部 で あ っ た 可 能 性 の あ る 地 膨 れ 状 の 地 形 が 残 存 し て
い た こ と か ら、「蕨 城」 が こ の 地 域 に 存 在 し て い た 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る。
　 本 遺 跡 は、 昭 和 47 年 （1972） の 第 １ 次 発 掘 調 査 か ら、 本 調 査 を 含 め て 10 次 に
わ た る 発 掘 調 査 が 実 施 さ れ て い る。
　 第 １ 次 発 掘 調 査 は、 昭 和 47 年 8 月 23 日 か ら 9 月 6 日 ま で の 期 間 で、 店 舗 建 設
に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 市 教 育 委 員 会 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺 構 は、 弥 生 時 代 後
期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 ２ 基 と 平 安 時 代 か ら 中 世 の 溝 状 遺 構 ８ 条
等 で あ る。 遺 物 は、 周 溝 状 遺 構 か ら 複 合 口 縁 を 持 つ 壺 形 土 器、 台 付 甕 形 土 器、 広 口
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壺 形 土 器、 高 坏 形 土 器 等 が 出 土 し て い る。 第 ３ 号 溝 か ら ９ 世 紀 代 に 比 定 で き る 灰 釉
陶 器、須 恵 器、土 師 器 等 が 検 出 さ れ、第 ４ 号 溝 は、断 面 形 状 が 薬 研 状 を 呈 し て お り、
中 世 城 館 の 堀 で あ っ た 可 能 性 が 指 摘 さ れ て い る。
　 第 ２ 次 発 掘 調 査 は、 平 成 19 年 （2007）2 月 13 日 か ら 3 月 20 日 ま で の 期 間 で、
共 同 住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 遺 跡 調 査 会 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺
構 は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 ２ 基、 平 安 時 代 の 掘 立
柱 建 物 跡 １ 棟、 溝 状 遺 構 ３ 条、 中 世 の 溝 状 遺 構 ２ 条、 井 戸 跡 ２ 基、 土 坑 １ 基、 そ の
他 時 期 不 明 で あ る が 平 安 時 代 か ら 中 世 に 帰 属 す る 可 能 性 が あ る 柵 列 跡 ４ 列、 土 坑 ４
基、 ピ ッ ト 43 基 で あ る。 出 土 遺 物 は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の
土 器、 平 安 時 代 の 瓦 塔 片、 土 師 器、 須 恵 器、 中 世 の 陶 器、 漆 器、 板 碑、 そ の 他 土 製
紡 錘 車、 砥 石 等 で あ る。 こ れ ら の な か で も 詳 細 な 時 期 ・ 産 地 は 不 明 で あ る が、 第 ５
号 溝 状 遺 構 か ら 出 土 し た 線 刻 画 が 施 さ れ た 須 恵 器 瓶 の 破 片 資 料 は、 ほ か に 類 例 が 少
な く、 特 筆 で き る。
　 第 ３ 次 発 掘 調 査 は、 平 成 23 年 （2011）12 月 1 日 か ら 平 成 24 年 （2012）1 月 31
日 ま で の 期 間 で、 戸 建 分 譲 住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て、 財 団 法 人 埼 玉 県 埋
蔵 文 化 財 調 査 事 業 団 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺 構 は 古 墳 時 代 前 期 の 周 溝 状 遺 構 ６ 基、
井 戸 跡 １ 基、 土 坑 10 基、 平 安 時 代 の 土 坑 37 基、 井 戸 跡 ３ 基、 溝 状 遺 構 １ 条、 ピ ッ
ト 59 基、 中 ・ 近 世 の 溝 状 遺 構 ４ 条、 井 戸 跡 １ 基 等 で あ る。 遺 物 は、 複 合 口 縁 を 持
つ 壺 形 土 器、 甕 形 土 器、 台 付 甕 形 土 器、 無 頸 壺、 ８ ・ ９ 世 紀 の 東 金 子、 南 比 企 及 び
末 野 産 の 須 恵 器、 中 世 の 常 滑 焼、 近 世 の 天 目 茶 碗 等 が 出 土 し て い る。
　 第 ４ 次 発 掘 調 査 は、 平 成 23 年 12 月 26 日 か ら 平 成 24 年 １ 月 18 日 ま で の 期 間 で
戸 建 専 用 住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て、 財 団 法 人 埼 玉 県 埋 蔵 文 化 財 調 査 事 業
団 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺 構 は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 周 溝 状
遺 構 １ 基、 溝 状 遺 構 １ 条、 平 安 時 代 の 溝 状 遺 構 ３ 条 を 検 出 し た。 出 土 遺 物 は、 弥 生
時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 土 器、平 安 時 代 の 土 師 器、須 恵 器、緑 釉 陶 器、
瓦 塔 片、 中 世 の 陶 器 等 を 検 出 し た。
　 第 ５ 次 発 掘 調 査 は、 平 成 28 年 （2016）6 月 1 日 か ら 6 月 30 日 ま で の 期 間 で 個 人
住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 教 育 委 員 会 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺 構
は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 ４ 基、 溝 状 遺 構 １ 条、 平
安 時 代 の 溝 状 遺 構 １ 条、 土 坑 ２ 基、 井 戸 跡 ２ 基、 そ の 他 時 期 不 明 の ピ ッ ト 11 基 を
検 出 し た。 遺 物 は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 土 師 器、 平 安 時 代 の
須 恵 器、 ロ ク ロ 土 師 器、 中 世 の 陶 器 片 を 検 出 し た。
　 第 ６ 次 発 掘 調 査 は、 平 成 29 年 （2017）4 月 17 日 か ら 5 月 31 日 ま で の 期 間 で 個
人 住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 教 育 委 員 会 が 実 施 し た。 弥 生 時 代 後 期
後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 周 溝 状 遺 構 ４ 基、 土 坑 １ 基、 平 安 時 代 か ら 中 世 相 当 の
溝 状 遺 構 ５ 条、 土 坑 21 基、 井 戸 跡 ４ 基 を 検 出 し た。 出 土 遺 物 は、 弥 生 時 代 後 期 後
半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 の 土 師 器、 平 安 時 代 の 須 恵 器、 ロ ク ロ 土 師 器、 中 近 世 の 陶
器 片 が 出 土 し た。
　 第 ７ 次 発 掘 調 査 は、 令 和 元 年 （2019）12 月 2 日 か ら 12 月 20 日 ま で の 期 間 で 戸
建 専 用 住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 教 育 委 員 会 が 実 施 し た。 検 出 し た
遺 構 は、 平 安 時 代 か ら 中 世 ま で の 畝 状 遺 構 17 条、 区 画 溝 3 条、 土 坑 26 基、 そ の
他 時 期 不 明 の ピ ッ ト 23 基 を 検 出 し た。 出 土 遺 物 は、 古 墳 時 代 前 期 の 土 師 器、 平 安
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時 代 の 土 師 器、 須 恵 器、 ロ ク ロ 土 師 器 が 出 土 し た。 こ の う ち 畝 状 遺 構 は 平 安 時 代 の
畑 作 遺 構 と し て 戸 田 市 内 で は 初 め て 確 認 さ れ た。
　 第 ８ 次 発 掘 調 査 は、 令 和 2 年 （2020）5 月 8 日 か ら 6 月 １ 日 ま で の 期 間 で 共 同 住
宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 教 育 委 員 会 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺 構 は、
平 安 時 代 の 柵 列 跡 １ 列、 溝 状 遺 構 １ 条、 井 戸 跡 １ 基、 土 坑 ２ 基、 ピ ッ ト ４ 基、 中 世
の 溝 １ 条、土 坑 ４ 基、近 世 の 土 坑 ６ 基、ピ ッ ト 12 基、時 期 不 明 の 性 格 不 明 遺 構 １ 条、
ピ ッ ト 42 基 を 検 出 し た。 出 土 遺 物 は、 弥 生 土 器、 古 墳 時 代 前 期 の 土 師 器、 平 安 時
代 の 土 師 器、 須 恵 器、 ロ ク ロ 土 師 器、 陶 器、 砥 石 が 出 土 し た。
　 第 ９ 次 発 掘 調 査 は、 令 和 ３ 年 （2021）1 月 12 日 か ら 2 月 12 日 ま で の 期 間 で 共 同
住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 教 育 委 員 会 が 実 施 し た。 検 出 し た 遺 構
は、 弥 生 時 代 の 周 溝 状 遺 構 １ 基、 ピ ッ ト １ 基、 平 安 時 代 の 溝 状 遺 構 ３ 条、 時 期 不 明
の 溝 状 遺 構 ６ 条、 土 坑 ５ 基、 ピ ッ ト ４ 基 を 検 出 し た。 出 土 遺 物 は、 弥 生 土 器、 古 墳
時 代 前 期 の 土 師 器、 平 安 時 代 の 土 師 器、 須 恵 器、 土 師 質 土 器、 陶 器 が 出 土 し た。 周
溝 状 遺 構 は、 残 存 状 況 の よ い 壺、 高 坏 等 が 多 く 出 土 し て お り、 方 形 周 溝 墓 の 可 能 性
が 高 い。
　 本 調 査 は、 第 10 次 発 掘 調 査 と な る。 令 和 3 年 （2021）1 月 12 日 か ら 2 月 12 日
ま で の 期 間 で 店 舗 ・ 共 同 住 宅 建 設 に 伴 う 緊 急 発 掘 調 査 と し て 戸 田 市 教 育 委 員 会 が 実
施 し た。 検 出 し た 遺 構 は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 で は 周 溝 状 遺 構 に 復
元 可 能 な 溝 状 遺 構 ８ 条、 土 坑 ７ 基 で あ る。 こ れ ま で の 調 査 で 当 該 期 の 竪 穴 建 物 跡 が
１ 棟 も 検 出 さ れ て い な い こ と は 特 筆 で き る。 出 土 遺 物 は 弥 生 土 器、 土 師 器 の 他、 繊
細 な 装 飾 が 施 さ れ た 弥 生 土 器 の ミ ニ チ ュ ア が 完 形 で 出 土 し て い る。 平 安 時 代 か ら 中
世 で は 溝 状 遺 構 ６ 条、 井 戸 跡 １ 基、 土 坑 11 基 で あ る。 出 土 遺 物 は 東 金 子 ・ 南 比 企
産 の 須 恵 器、 中 世 陶 器、 石 帯 （丸 鞆） 等 が 出 土 し て い る。 近 世 で は 井 戸 跡 １ 基、 土
坑 ９ 基 で あ る。 出 土 遺 物 は 瀬 戸 � 美 濃 系 陶 磁 器、 肥 前 系 陶 磁 器、 江 戸 在 地 系 の か わ
ら け 小 皿 や 焙 烙、 銭 貨 の 寛 永 通 宝 等 が 出 土 し て い る。 そ の 他、 ピ ッ ト 60 基 を 検 出
し た が、 遺 物 は ほ と ん ど 出 土 し て な く、 多 く が 時 期 不 明 で あ る。
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第４節　基本土層
　基本土層は E －１グリッドにて確認し、地表面下約 1.34 ｍまでの土層を確認し、
５層に区分した。層位はいずれも概ね水平堆積を呈している。
　現地表面の標高は 3.60 ｍ前後を測る。１、２層はともに表土攪乱層であり、１
層は本調査区の東側で確認された。３層はにぶい黄褐色土で近世以降の耕作土であ
る。４層は黒褐色土で弥生後期後半以降の遺物が混入する遺物包含層で、調査区内
では部分的に残存する。５層はにぶい黄橙色のシルト層で、自然堆積層である。本
調査区では５層上面を遺構確認面とし、標高は 2.80 ｍ前後（地表面下 0.90 ｍ）を
測る。
　また、本調査地点で実施されたボーリング調査では、地表面から 0.50 ｍまでが
暗茶褐色の盛土、0.50 ～ 1.50 ｍまでが黄褐灰色の耕作土、1.50 ～ 3.80 ｍまでが暗
褐灰色の粘土質シルトで沖積第１粘性土層、3.80 ～ 9.80 ｍまでが暗灰色の細砂層

１　暗灰黄色土（2.5Y4/2）締り、粘性あり。表土。
２　灰黄褐色シルト（10YR6/2）締りあり、粘性なし。盛土。
３　にぶい黄褐色土（10YR5/3）締りあり、粘性なし。耕作土。
４　黒褐色土（7.5YR3/2）締りやや強く、粘性あり。

５　にぶい黄橙色シルト（10YR7/3）締り強く、粘性なし。
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で沖積砂質土層の含水層である。
　本調査で確認した基本土層と、ボーリング調査で
は自然堆積層の検出位置が異なる。ボーリング調査
による自然堆積層の検出位置は本調査で検出した溝
状遺構の深さと一致する。このように、自然堆積層
の検出位置のずれは、ボーリング調査が溝状遺構の
範囲で記録したことによるものと考えられる。
　等高線は自然堆積層である５層上面で記録した。
標高 2.70 ～ 2.90 ｍであり、ほぼ平坦であるが、北
から南へ緩やかに下る傾斜が認められる。この自然
堆積は湖沼もしくは干潟に伴う自然堆積層である
が、遅くとも弥生後期後半には形成されたと推定さ
れる。
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第 ３ 章 　 検 出 さ れ た 遺 構 と 遺 物

第１節　弥生時代後期後半から古墳時代前期
１　溝状遺構（周溝状遺構に復元可能なものを含む）
第３号溝状遺構－ SD03
遺構（第 10 図　図版３）
　 位 置 ： Ａ ・B － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SK02、SD05 に 切 ら れ、SD06 を 切 る。
平 面 形 ・ 規 模 ： 両 端 が 北 西 ・ 南 東 方 向 の 調 査 区 外 へ 延 び る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明
で あ る。 調 査 区 内 で は 概 ね 直 線 状 を 呈 す る。 検 出 状 況 か ら 周 溝 状 遺 構 で あ る 可 能 性
が 考 え ら れ る。 長 さ 7.70 ｍ、 上 端 幅 1.12 ～ 1.14 ｍ、 下 端 幅 0.82 ～ 0.93 ｍ、 確 認
面 か ら の 深 さ は 0.28 ｍ 前 後 で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 を 呈 す る。 主 軸 方 位 ：N － 42°
－ W。覆 土：１ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。４ 層 に 分 層 し、自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 12 図、第２表、図版 11）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 53 点、1478.6 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 ８ 点、
129.7 ｇ、 土 師 器 45 点、1348.9 ｇ で あ る。 こ れ ら の う ち、 ３ 点 を 図 示 し た。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 と 推 定 さ れ る。

第４号溝状遺構－ SD04
遺構（第 10 図　図版２･ ３）
　 位 置 ：A・B － １ ～ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD05、SK04 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ：
北 側 が 調 査 区 外 へ 延 び る た め、全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 調 査 区 内 で は 弧 状 を 呈 し、
周 溝 状 遺 構 で あ る と 考 え ら れ る。 長 さ 4.98 ｍ、 上 端 幅 0.83 ～ 1.49 ｍ、 下 端 幅 0.65
～ 1.00 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.68 ～ 0.75 ｍ 前 後 で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 で、 上
部 が 外 傾 し て い る。 主 軸 方 位 ：N － 36°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。 ５
層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 14 図、第２･ ３表、図版 11･12）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 97 点、2687.6 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 42 点、
1557.4 ｇ、 土 師 器 50 点、1061.3 ｇ、 須 恵 器 ３ 点、50.3 ｇ、 焼 成 粘 土 塊 ２ 点、18.6
ｇ で あ る。 こ れ ら の う ち、 ９ 点 を 図 示 し た。5 は 弥 生 壺 の 底 部 で あ る。 壺 の 内 面 は
み え な い た め 通 常 は 赤 彩 さ れ な い が、 ５ は 内 外 面 と も に 赤 彩 さ れ て い る。 特 に 内 面
に し っ か り と し た 赤 彩 が 認 め ら れ、 外 面 の 赤 彩 と 比 較 し て も 内 面 の 方 が 良 好 に 残 存
し て い る こ と か ら、 欠 損 後 に 赤 彩 さ れ た 可 能 性 が 高 い。 こ の 場 合、 装 飾 的 な 目 的 で
は な く、 実 用 的 な 目 的 で 赤 彩 化 し た と 考 え ら れ、 漆 パ レ ッ ト と し て 用 い ら れ た も の
と 推 測 さ れ る。 底 部 に は 木 葉 痕 が み ら れ る。 ６ は 弥 生 壺 の 底 部 で あ る。 外 面 に 赤 彩
が 施 さ れ、 底 部 に は 木 葉 痕 が み ら れ る。 胎 土 の 様 相 か ら ２ と 同 一 個 体 で あ る と 考 え
ら れ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 と 推 定 さ れ る。
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第５号溝状遺構－ SD05
遺構（第 10 図　図版２・３）
　 位 置 ：A・B － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD02、SD04 に 切 ら れ、SD03 を 切 る。
平 面 形 ・ 規 模 ： 両 端 が 北 西 ・ 南 東 方 向 の 調 査 区 外 へ 延 び る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明
で あ る。 調 査 区 内 で は 緩 や か な 弧 状 を 呈 す る。 長 さ 6.20 ｍ、上 端 幅 0.53 ～ 0.96 ｍ、
下 端 幅 0.34 ～ 0.67 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.65 ～ 0.87 ｍ 前 後 で あ る。 断 面 形 は 逆
台 形 を 呈 す る。 主 軸 方 位 ： N － 33°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。 ４ 層 に
分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 15 図、第３表、図版 12）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 24 点、998.8 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 １ 点、10.8
ｇ、 土 師 器 22 点、947.5 ｇ、 瓦 （ 近 代 ） １ 点、40.5 ｇ で あ る。 こ れ ら の う ち、 ４
点 を 図 示 し た。12 は 土 師 器 の 鉢 で、 完 形 で あ る。 外 面 は 口 縁 直 下 ま で 横 位 及 び 縦
位 に ハ ケ メ が 施 さ れ て い る。 鉢 は 本 来 口 縁 部 ま で 工 具 に よ る 調 整 は さ れ な い た め、
壺 を 転 用 し た も の と 推 測 さ れ る。 し か し、 口 縁 部 に 欠 損 の 痕 跡 は み ら れ ず、 直 線 的
で あ り、 調 整 が 施 さ れ て い る こ と が 窺 え る。 ま た、 内 面 に は 横 位 及 び 斜 位 に ヘ ラ ミ
ガ キ が 施 さ れ、 焼 成 前 調 整 の 痕 跡 が み ら れ る。 す な わ ち、 鉢 の 形 に 成 形 さ れ た の は
焼 成 前 の 段 階 で あ り、 欠 損 後 に 転 用 さ れ た も の で は な い。 当 初 は 壺 と し て 作 ら れ て
い た が、 製 作 の 途 中 で 内 面 と 口 縁 を 調 整 し て 鉢 へ と 作 り 替 え ら れ た 可 能 性 が 考 え ら
れ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 と 推 定 さ れ る。 ま た、 出
土 遺 物 の う ち 瓦 （近 代） は 攪 乱 か ら の 流 れ 込 み で あ る と 考 え ら れ る。

第６号溝状遺構－ SD06
遺構（第 10 図　図版３）
　 位 置 ：A － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD03、SK01、SK02 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・
規 模：北 側 を SD03、SK02 に 切 ら れ る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 長 さ 3.20 ｍ、
上 端 幅 0.70 ～ 0.87 ｍ、 下 端 幅 0.48 ～ 0.62 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.25 ～ 0.29 ｍ
前 後 で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 を 呈 す る。 主 軸 方 位 ： N － 20°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で
覆 土 を 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ２ 点、11.6 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 １ 点、4.6 ｇ、
土 師 器 １ 点、7.0 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 と 推 定 さ れ る。

第７号溝状遺構－ SD07
遺構（第 11 図　図版３）
　 位 置 ：E － １ ・ ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD11 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 両 端 が
北 西 方 向 及 び 南 東 方 向 の 調 査 区 外 へ 延 び る た め、全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。長 さ 3.65
ｍ、上 端 幅 1.04 ～ 1.35 ｍ、下 端 幅 0.69 ～ 0.82 ｍ、確 認 面 か ら の 深 さ は 0.55 ～ 0.67
ｍ 前 後 で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 を 呈 す る。 検 出 状 況 か ら 周 溝 状 遺 構 で あ る 可 能 性 が
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考 え ら れ る。 主 軸 方 位 ： N － 37°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。 ８ 層 に 分
層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 16 図、第３表、図版 12）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 30 点、840.2 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 ８ 点、
81.0g、 土 師 器 22 点、759.2 ｇ で あ る。 こ れ ら の う ち、 ２ 点 を 図 示 し た。15 は 土 師
器 の 甑 で、 底 部 の 一 部 で あ る。 底 部 に は 刺 突 穿 孔 が み ら れ、 焼 成 前 に ヘ ラ ナ デ し た
後、 内 外 面 双 方 か ら ３ 箇 所 穿 孔 し た こ と が 窺 え る。 貫 通 し て い な い 孔 も あ る が、 貫
通 し て い る 孔 は 複 数 の 孔 が 重 な っ て 一 つ の 大 き な 孔 を 形 成 し て い る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 と 推 定 さ れ る。

第８号溝状遺構－ SD08
遺構（第 11 図　図版４）
　 位 置 ：E － １ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD11 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 北 東 側 の 大
半 が 調 査 区 外 へ と 延 び、 確 認 範 囲 が 狭 小 で あ る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 長
さ 1.27 ｍ、上 端 幅 0.58 ｍ、下 端 幅 0.42 ｍ、確 認 面 か ら の 深 さ は 0.40 ｍ 前 後 で あ る。
断 面 形 は 逆 台 形 を 呈 す る と 思 わ れ る。 主 軸 方 位 ： N － 37°－ W。 覆 土 ： 北 壁 面 で 覆
土 を 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は ３ 点、35.3 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 １ 点、18.9 ｇ、
土 師 器 ２ 点、16.4 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 10 号溝状遺構－ SD10
遺構（第 11 図　図版４）
　 位 置 ：D － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01、SK06 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ：
平 面 形 は 南 端 が わ ず か に 屈 曲 す る 溝 状 を 呈 す る。長 さ 3.04 ｍ、上 端 幅 0.33 ～ 0.49 ｍ、
下 端 幅 0.25 ～ 0.38 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.06 ～ 0.15 ｍ で あ る。 断 面 形 は 皿 状 を
呈 す る。 主 軸 方 位 ： N － 30°－ W。 覆 土 ： ２ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。 単 層 で、 自 然
堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 14 号溝状遺構－ SD14
遺構（第 13 図　図版２･ ４･ ５）
　 位 置：B － ２・３、C― １ ～ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：P07、P10、P11、P26 を 切 り、
SD01、SK03、SK11、SK21、SK22、P06、P27 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 両 端 が 調
査 区 外 へ 延 び て い る た め、 全 体 の 規 模 は 不 明 で あ る。 調 査 区 内 で は や や 丸 み を 帯 び
た Ｌ 字 状 に 屈 曲 し、周 溝 状 遺 構 の コ ー ナ ー 部 で あ る と 考 え ら れ る。上 端 幅 0.53 ～ 0.75
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ｍ、 下 端 幅 0.35 ～ 0.56 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.17 ～ 0.30 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆
台 形 を 呈 す る。 主 軸 方 位 ： N － 37°－ W。 覆 土 ： ４ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し、 ２ 箇 所 を
図 示 し た。 ３ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 10 点、78.1 ｇ が 出 土 し た。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 10 図 第３・４・５・６号溝状遺構実測図 (SD03・04・05・06）
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SD10 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を含む。

第 11 図 第７・８・10 号溝状遺構実測図（SD07・08・10）

SD03 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を多量含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径1~2cmを含む。
3 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色ブロック径2~3cmを多量含む。
4 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を含む。

SD04 　土層説明（SPB－SPBʼ）
1 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径3~5cmを多量含む。
2 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を多量含む。
3 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径2~3cmを多量含む。
4 黄褐色土（10YR5/6） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径5cmを多量、黒色土ブロック径5cmを含む。
5 黒褐色土（10YR2/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1~2cmを含み、鉄分が多く層位内に堆積する。

SD05 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/4） 粘性、締まりあり。 黒色土ブロック径2~3cmを多量、黒色粒子を含む。
2 褐色土（7.5YR4/4） 粘性、締まりあり。 黒色土ブロック径3~5cmを含む。
3 灰褐色土（7.5YR4/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径3~5㎝まばらに含む。
4 灰白色粘土（7.5YR8/1） 粘性、締まりあり。 黒色土をラミナ状に交互に堆積する。

SD06 　土層説明（SPA－SPAʼ、SPC－SPCʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を多量含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を含む。
3 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5~1㎝を含む。

0 1m1/40

0 1m1/40

SD08 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1
2

黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1~2cmを多量含み、炭化物ブロック径1cmまばらに含む。
黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cm、炭化物ブロック径1cmを含む。

SD07 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径1cm、炭化物ブロック径1cmをまばらに含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径1cmを多量含む。
3 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、炭化物ブロック径1cmを含む。
4 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、炭化物ブロック径1cmを多量含む。
5 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、炭化物ブロック径1cmを多量含み、鉄分堆積、黄褐色土ブロック径0.5cmをまばらに含む。
6 にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性、締まりあり。 地山の黄褐色土堆積中に黒褐色土ブロック径2~3cmをまばらに含む。
7 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径0.5~1cmを多量含み、鉄分が堆積する。
8 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径2~3cmを含む。
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第 12 図 第 14 号溝状遺構実測図（SD14）

第 13 図 第３号溝状遺構出土遺物実測図（SD03）
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SD14 　土層説明（SPA－SPAʼ、SPB－SPBʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cmを多量含む。
2 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径3~4cmを多量含む。
3 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を多量含む。
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第 15 図 第５号溝状遺構出土遺物実測図（SD05）

第 16 図 第７号溝状遺構出土遺物実測図（SD07）

第 14 図 第４号溝状遺構出土遺物実測図（SD04）
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第 2表 第３・４号溝状遺構出土遺物観察表（SD03・04）

やや粗

密

密

密

やや粗

緻密

密

密

挿図番号

図版番号

14-1 弥生土器

12-1 小形壺

14-2 弥生土器

12-2 壺

14-3 弥生土器

12-3 壺

14-4 弥生土器

12-4 壺

14-5 弥生土器

11-7 壺

14-6 弥生土器

11-8 壺

14-7 土師器

12-5 台付甕

14-8 土師器

12-6 台付甕

胎土 焼成 色調 備考
遺構
番号 種別 部位

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ) 成形・技法の特徴

SD04 口縁
＊250
>45
ー

51.2

口縁部外面：縄文を施し、口唇部と
折り返しの下部にヘラ状工具による
キザミ押圧／外面：頸部ハケメ（縦
位）及びナデヵ／内面：ヘラナデ
（横位）／口唇部：ヨコナデ

１～２㎜砂粒少量
１～２㎜白色粒子少量
１㎜以下褐色粒子微量
１㎜以下石英微量
１㎜以下雲母微量

良
にぶい橙色(7.5YR7/4)
赤彩残存箇所:橙色
(5YR6/6)

内外面赤彩　内面及び口
唇部に稜あり

SD04 口縁
＊200
>60
ー

43.6
口縁部内外面：ヨコナデ／外面：ハ
ケメ（縦位）後、粗いミガキ／内
面：ヘラミガキ（横位）

１㎜前後砂粒少量
１㎜前後褐色粒子少量
１㎜以下石英微量
１㎜以下雲母微量

良
にぶい橙色(7.5YR7/4)
赤彩部:明赤褐色
(2.5YR5/6)

内外面赤彩

SD04 胴部
ー

>48
ー

36.4

外面：S字状結線文を横位に施文。
これより上部はヘラナデ（横位）
後、赤彩を施し、これより下部は無
節L字斜縄文／内面：ヘラナデ（横
位）及びナデ（縦位・横位）

１㎜以下赤褐色粒子微量
１㎜以下白色粒子微量
１㎜以下石英極微量
１㎜以下角閃石極微量

良
にぶい橙色(7.5YR6/4)
赤彩部:赤褐色
(2.5YR4/6)

外面S字状区画に赤彩

１～２㎜砂粒少量
１～２㎜赤褐色粒子少量
１㎜以下白色粒子微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量

良
橙色(5YR6/6)
にぶい橙色(7.5YR6/4)

SD04 底部
ー

>38
115

563.0
外面：ハケメ（縦位）後、ヨコナデ
／内面：ヘラナデ（横位）及びナデ
／外底：木葉痕

１～２㎜砂粒少量
１～２㎜褐色粒子少量
１～２㎜乳白色粒子少量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量

良
にぶい黄橙色(10YR7/3)
赤彩部:にぶい赤褐色
(5YR5/4)

外面赤彩

SD04 台部
ー

>72
104

227.0

外面：２種のハケメ工具を使用。台
部：ハケメ（縦位）・台部下部：ハ
ケメ（横位）・接合部：細いハケメ
（縦位）／内面下部：ヨコナデ／そ
の他：ヘラナデ（縦位・横位）／内
底：ヘラナデ、ナデ

良

淡赤橙色(2.5YR7/4)
内面赤彩部:明赤褐色
(2.5YR5/6)
外面赤彩部:にぶい赤褐
色(5YR5/4)

内外面赤彩　欠損後漆パ
レットとして転用ヵ　外
面一部強いミガキ

SD04 台部
ー

>67
＊94

68.5

外面：ハケメ（斜位）・甕部との接
合部ハケメ及びナデ（縦位・横位）
／内面：ヘラナデ（横位）及びナ
デ・指頭押捺

１㎜以下砂粒微量
１㎜以下石英微量
１㎜以下褐色粒子微量

良

SD04 底部
ー

>29
97

292.5
外面：ヘラナデ（横位）／内面：ヘ
ラナデ（横位）及びナデ／外底：木
葉痕

１～３㎜乳白色粒子・赤
褐色粒子やや多量
１～４㎜砂粒少量
１㎜以下雲母極微量
１㎜以下石英極微量
１㎜以下角閃石極微量

灰黄褐色(10YR5/2)
にぶい橙色(7.5YR6/4)

SD04
胴部
～
底部

ー
>51
54

82.2
外面：ハケメ（横位・斜位）／内
面：ヘラナデ及び指ナデ／外底：ハ
ケメ

１～２㎜乳白色粒子やや
多量
１～２㎜砂粒少量
１～２㎜褐色粒子少量
１㎜以下石英微量

良
褐灰色(10YR5/1)
にぶい黄橙色(10YR7/3)

外面黒斑あり　外底の線
木葉痕の可能性あり

密

13-1 土師器

11-4 壺

口縁部／内外面：ヨコナデ／口唇
部：指でつまんでヨコナデ

１～２㎜砂粒やや多量
１㎜前後赤褐色粒子少量

やや
軟 橙色(5YR6/6) 内外面赤彩SD03 口縁

ー
>21
ー

8.7

密

13-3 土師器

11-6 壺

良

外面:にぶい橙色
(7.5YR4/6)
内面:にぶい褐色
(7.5YR6/3)
赤彩部:赤褐色
(2.5YR4/6)
黒斑部:黒褐色(2.5Y3/1)

外面赤彩SD03 胴部

ー
>85
ー

最大径
123

138.5
外面：ヘラミガキ（横位・斜位）／
内面：ヘラナデ（横位）後、頸部指
ナデ（横位）

２㎜以下砂粒少量
１㎜以下白色粒子微量
１㎜以下褐色粒子微量
１㎜以下石英微量
１㎜以下角閃石微量

密

13-2 土師器

11-5
甕

(台付甕)

SD03
口縁

~
胴部

＊210
>159
ー

229.0

外面：口唇部に５㎜程度の棒状工具
による連続押圧装飾・頸部目の細か
いハケメ（縦位）・胴部ハケメ（横
位）／内面：口縁部ナデ（横位）・
胴部ナデ（横位）後、ヘラナデ（縦
位）・下部ナデ

１㎜以下～２㎜砂粒少量
１～３㎜褐色粒子やや多
量
１㎜以下白色粒子微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量

良

外面:灰黄褐色
(10YR5/2)
内面:にぶい橙色
(7.5YR7/4)
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２　土坑
第４号土坑－ SK04
遺構（第 17 図　図版６）
　 位 置 ：B － １ ・ ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD04 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 確 認
範 囲 か ら 楕 円 形 と 推 定 さ れ る。 長 軸 1.56 ｍ、 短 軸 1.28 ｍ、 深 さ 0.37 ｍ で あ る。 断
面 形 は 逆 台 形 で あ る。 主 軸 方 位 ：N － 13°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ４ 層 に
分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 19 図、第４・５表、図版 13）
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 85 点、1054.0g の 遺 物 が 出 土 し た。弥 生 土 器 32 点、734.6 ｇ、
土 師 器 50 点、284.7 ｇ、 土 器 １ 点、6.1 ｇ、 自 然 遺 物 ２ 点、28.6 ｇ で あ る。 １ は 弥
生 壺 の ミ ニ チ ュ ア で あ る。 器 高 は ８ ㎝ 程 度 だ が、 折 り 返 し 口 縁 部 の LR 斜 縄 文 や、
肩 部 の S 字 状 結 節、 円 形 浮 文 な ど、 繊 細 な 装 飾 が 施 さ れ て い る。 外 面 は 赤 彩 さ れ て
い る が、 肩 部 の S 字 状 結 節 区 画 内 の み 赤 彩 さ れ て い な い。

第 3表 第４・５・７号溝状遺構出土遺物観察表（SD04・05・07）

緻密

緻密

やや粗

緻密

密

挿図番号

図版番号

14-9 土師器

12-7 坏

15-10 弥生土器

12-8 壺

壺

15-13 土師器

12-11 台付甕

16-14 弥生土器

12-11 壺

16-15 土師器

12-12 甑

良
にぶい黄橙色(10YR7/3)
橙色(7.5YR7/6)

内面下部に籾圧痕あり
弥生後期末

SD07 底部

ー
>37
＊75 28.7

外面：ハケメ（縦位）、一部ハケメ
（縦位）後ナデ／内面：ヘラナデ
（横位）／底部：ヘラナデ後、内外
面からの刺突穿孔

１～２㎜白色粒子少量
１～２㎜褐色粒子少量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量

良

SD07
頸部
～
底部

ー
>165

67
529.5

外面：頸部ハケメ（縦位・斜位）、
上半部ハケメ（横位・斜位）、下半
部粗いヘラミガキ（横位）／内面ヘ
ラ（ハケメヵ）ナデ（縦位・横位）

１～３㎜砂粒やや多量
１～２㎜赤褐色粒子少量
１㎜以下雲母微量

褐灰色(7.5YR4/1)
にぶい黄橙色(10YR6/3)

内面に黒斑あり　底部に
三箇所穿孔、貫通してい
ない孔もあり

SD05 口縁
ー

>30
ー

10.9

口縁部：ハケメ（横位・斜位）／口
唇部：ハケメ（横位）／外面：ハケ
メ（縦位、一部横位あり）／内面：
ハケメ（横位）

１～２㎜乳白色粒子少量
１㎜以下砂粒微量
１㎜以下石英微量
１㎜以下雲母微量

良
にぶい赤褐色
(2.5YR5/4)
黒褐色(5YR3/1)

内外面赤彩

やや粗

15-12 土師器

12-10

１～２㎜砂粒少量
１～２㎜褐色粒子少量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量
１㎜以下角閃石微量

良
にぶい橙色(7.5YR7/4)
赤彩部:明赤褐色
(2.5YR5/6)

内面～外面下部赤彩
内面付着物あり

SD05 完形
185
94
72

578.5

外面：ハケメ（横位・斜位）／口唇
～内面口縁：ヨコナデ／内面：ヘラ
ミガキ（横位・斜位）／底部ヘラケ
ズリ

台部
ー

>68
＊96

139.9

外面甕部下部：ハケメ（縦位）後、
台部と合成／外面接合部：粘土を付
け足し、ハケメ調整（縦位）／外面
台部最下部：ハケメ（横位）／内面
上部：ヘラナデ及びナデ／内面下
半：ハケメ（横位）

１～２㎜乳白色粒子やや
多量
１㎜以下石粒微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下角閃石微量

良SD05

緻密

15-11 弥生土器

12-9

壺・鉢

良
灰黄褐色(10YR5/2)
赤彩部:にぶい赤褐色
(2.5YR4/4)

内外面赤彩
壺から鉢への転用

SD05
腰部
～
底部

ー
>41
51

48.6
外面：ハケメ調整（縦位・斜位）
後、ヨコナデ／内面：ヘラナデ（横
位）及びナデ／底部無調整

１～２㎜褐色粒子やや多
量
１～２㎜赤褐色粒子やや
多量
１㎜以下砂粒微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量

にぶい赤褐色(5YR5/4)
にぶい褐色(7.5YR5/4)

良 明赤褐色(2.5YR5/6)

内面～外面下部にかけて
赤彩　口唇部に沈線を伴
う鋭い稜あり
古墳時代後期
比企型坏

SD04
口縁

~
体部

＊128
>24
ー

7.5
内面～外面口縁部：ヨコナデ／外面
下部：ヘラケズリ（横位）

１㎜以下砂粒少量
１㎜以下石英微量

胎土 焼成 色調 備考
遺構
番号

種別 部位 成形・技法の特徴
口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)
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時期
　 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 初 頭 と 推 定 さ れ る。

第８号土坑－ SK08
遺構（第 17 図）
　 位 置 ：C － ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： な し。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は 楕 円 形 を 呈 す
る。 長 軸 0.77 ｍ、短 軸 0.47 ｍ、深 さ 0.06 ｍ で あ る。 断 面 形 は 皿 状 で あ る。 主 軸 方 位：
N － 69°－ E。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 11 号土坑－ SK11
遺構（第 17 図　図版７）
　 位 置 ：C － １ ・ ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD14 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は
楕 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.84 ｍ、 短 軸 0.62 ｍ、 深 さ 0.32 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形
で あ る。 主 軸 方 位 ：N － 73°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層 し、 自 然
堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ８ 点、32.6g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 ６ 点、29.2 ｇ、
須 恵 器 ２ 点、3.4 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 12 号土坑－ SK12
遺構（第 18 図　図版７）
　 位 置 ：D － １ ・ ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： な し。 平 面 形 ・ 規 模 ： 北 側 が 調 査 区 外 へ
延 び る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 長 軸 1.27 ｍ、 短 軸 0.40 ｍ 以 上、 深 さ 0.23
ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： 北 壁 面 で 観 察 し た。 単
層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 13 号土坑－ SK13
遺構（第 18 図　図版７）
　 位 置：C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：な し。 平 面 形・規 模：平 面 形 は 楕 円 形 を 呈 す る。
長 軸 0.69 ｍ、短 軸 0.58 ｍ、深 さ 0.18 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 で あ る。 主 軸 方 位：
N － ９°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ４ 点、19.1g が 出 土 し た。
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SD04

SK04

時期
　 出 土 遺 物 か ら、 古 墳 時 代 前 期 と 推 定 さ れ る。

第 23 号土坑－ SK23
遺構（第 18 図 図版９）
　 位 置 ：B・C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： 南 側 が 調 査 区 外 へ 延 び る。 平 面 形 ・ 規 模 ：
平 面 形 は 残 存 範 囲 か ら 不 整 方 形 と 推 定 さ れ る。 長 軸 0.65 ｍ、短 軸 0.29 ｍ、深 さ 0.09
ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： 西 壁 面 で 覆 土 を 観 察 し
た。 単 層 で 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ３ 点、4.4g が 出 土 し た。
時期
　 出 土 遺 物 か ら 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 考 え ら れ る。

第 27 号土坑－ SK27
遺構（第 18 図 図版 10）
　 位 置 ：C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は
楕 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.42 ｍ、 短 軸 0.39 ｍ、 深 さ 0.21 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形
で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考
え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 と 考 え ら れ る。

P12

P14

P16

P20

SK08

SPA'SPA'

SPA

1
2
3

SPA'
3.00m

SPA

SPA'

SPA

SD14

SK10

SK11
P24

1

SPA'
3.00m

SPA

第 17 図 第４・８・11 号土坑実測図（SK04・08・11）

0 1m1/40

SK11 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色粒子を含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cmを含む。
3 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cmを多量含む。

SK04 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/4） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/4） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を多量含み、赤色・黒色粒子を含む。
3 褐灰色土（7.5YR4/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色・黒色粒子を含む。
4 褐灰色土（7.5YR4/2） 粘性、締まりあり。 炭化物、黄褐色土ブロック径1~2cmを含む。

SK08 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径5cmを含む。
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SPA

1

SPA'
3.00m

SPA

SK23

SPA'SPA'SPA

第 4表 第４号土坑出土遺物観察表（SK04）（１）

1

2

3

5

4

0 1m1/40SK13 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cm、土器微細片をまばらに含む。

SK27 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黄褐色土（10YR5/6） 粘性なし、締まりあり。黄褐色土ブロック径0.5~1cm、黒色土ブロック径1cmを多量含む。

第 18 図 第 12・13・23・27 号土坑実測図（SK12・13・23・27）

第 19 図 第４号土坑出土遺物実測図（SK04）

SK23 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黄褐色土（10YR5/6） 粘性なし、締まりあり。黒色土ブロック径1cmを中量含む。

密

挿図番号

図版番号

19-1 弥生土器

13-4
ﾐﾆﾁｭｱ
（壺）

胎土 焼成 色調 備考

SK04 完形
58
82
43

125.2

外面口縁部：LR斜縄文／外面頸部
ヘラミガキ（縦位）／外面肩部：S
字状結節を横位に２条施文。上の１
条を施文後、径４㎜前後の円形浮文
２単位４方向に施す。S字状結節区
画内にLR斜縄文充填／外面胴部：
ヘラナデ（横位）・ヨコナデ・粗い
ヘラミガキ・赤彩／外底：粗いヘラ
ミガキ／内面：ヘラナデ（横位）・
ヨコナデ

１～２㎜赤色粒子少量
１～２㎜白色粒子少量
１～２㎜砂粒少量
１㎜以下石英微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下角閃石微量

良
にぶい橙色(7.5YR6/4)
赤彩部:明赤褐色
(2.5YR5/6)

外面赤彩

遺構
番号 種別 部位 成形・技法の特徴

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)
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第２節　平安時代から中世
１　溝状遺構
第１号溝状遺構－ SD01
遺構（第 20 図　図版２）
　 位 置：B ～ E － ２・３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：SK14、SK17、SK18、P37、P42 に 切 ら れ、
SD10、SD14、SK19、SK24、SK25、SK26、SK27、SK28、SK29、P56、P57、P58 を 切
る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 東 西 に ほ ぼ 直 線 状 に 検 出 さ れ、 東 側 は 調 査 区 外 へ 延 び る。 長 さ
は 11.43 ｍ、上 端 幅 0.55 ～ 0.86 ｍ、下 端 幅 0.13 ～ 0.28 ｍ、確 認 面 か ら の 深 さ は 0.37
ｍ 前 後 で あ る。 断 面 形 は V 字 形 を 呈 す る。 主 軸 方 位 ： N － 90°－ W。 覆 土 ： ３ 箇 所
で 覆 土 を 観 察 し、２ 箇 所 を 図 示 し た。 ３ 層 に 分 層 し、自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 22 図、第６表、図版 11）
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 106 点、369.0 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。弥 生 土 器 ４ 点、28.5 ｇ、
土 師 器 72 点、185.4 ｇ、須 恵 器 23 点、86.6 ｇ、中 世 陶 器 ３ 点、52.5 ｇ、石 製 品 １ 点、
5.1 ｇ、瀬 戸 ･ 美 濃 系 陶 器 ２ 点、3.1 ｇ、自 然 遺 物 １ 点、7.8 ｇ で あ る。 こ れ ら の う ち、
３ 点 を 図 示 し た。１ は 須 恵 器 の 甕 で あ る。胎 土 に 白 色 粒 子 が 含 ま れ て い る こ と か ら、
産 地 は 東 金 子 で あ る と 考 え ら れ る。３ は 丸 鞆 で あ る。灰 白 色 ～ 乳 白 色 を 呈 し て い る。
石 材 は 玉 髄 と 言 わ れ る 粗 製 の 瑪 瑙 で で き て い る （石 材 に つ い て は、 第 ４ 章 自 然 科 学
分 析 を 参 照 ）。 欠 損 し て い る た め、 残 存 し て い る の は 半 分 以 下 で あ る。 表 面 は 鏡 面
研 磨 が 施 さ れ 光 沢 を 有 す る が、側 面・裏 面 に は 光 沢 が な く、研 磨 の 程 度 を 部 位 に よ っ
て 変 え て い る こ と が 窺 え る。 裏 面 に は 横 並 び に ２ 孔 一 対 の 留 め 穴 が 開 い て お り、 完
形 で あ れ ば ２ 箇 所、 計 ４ 孔 開 い て い る も の と 推 定 さ れ る。 こ の 穴 は 裏 面 か ら 入 り 裏
面 か ら 出 る 「潜 り 穴 式」 に な っ て い る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 中 世 と 推 定 さ れ る。

第 5表 第４号土坑出土遺物観察表（SK04）（２）

密

密

密

密

挿図番号

図版番号

19-2 弥生土器

13-5 壺

19-3 弥生土器

13-6 壺

19-4 弥生土器

13-7 壺

19-5 弥生土器

13-8 広口壺

赤彩不明　器面摩滅

SK04 胴部
ー

>48
ー

23.0

SK04 口縁

SK04
頸部
～
肩部

ー
>43
ー

50.9

外面：横位縄押しS字状線、その上
に径７㎜前後の粘土貼り付け連続装
飾・肩部縄文／内面：ヘラナデ（横
位）

１㎜前後砂粒少量
１㎜前後赤色粒子少量
１㎜以下石英微量

１～２㎜赤褐色粒子やや
多量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下石英微量
１㎜以下砂粒微量

良 にぶい橙色(7.5YR6/4)
ー

>16
ー

7.1 口縁下部をキザミ施文で押圧

SK04
口縁
～
胴部

＊200
>91
ー

111.1

口縁部～内面頸部：ヨコナデ／外
面：ヘラケズリ（縦位・横位）／内
面：ヘラナデ（横位）後、粗いヘラ
ミガキ（横位）

１～２㎜砂粒少量
１～２㎜褐色粒子少量
１㎜以下石英微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下角閃石微量

良

にぶい橙色(7.5YR6/4)
赤彩部:赤褐色
(2.5YR4/6)

内外面頸部赤彩

外面：S字結節区画内縄文施文・上
部ヘラミガキ（横位）／内面：ヘラ
ナデ（縦位・横位）及び指ナデ

１㎜以下赤色粒子微量
１㎜以下白色粒子微量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下角閃石微量

良

にぶい褐色(7.5YR5/3)
黒斑部:黒色(7.5YR2/1)
にぶい赤褐色
(2.5YR4/3)

外面赤彩　外面黒斑あり

にぶい橙色(7.5YR6/4)
赤彩部:赤褐色
(2.5YR4/6)
黒斑:(N1.5/0)

内面黒斑あり

良

備考
遺構
番号 種別 部位 成形・技法の特徴 胎土 焼成 色調

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)
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第２号溝状遺構－ SD02
遺構（第 21 図）
　 位 置：A － １・２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：攪 乱 に 切 ら れ、SD05、P08 を 切 る。 平 面 形・
規 模 ： 西 側 が 調 査 区 外 へ 延 び る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 長 さ 1.47 ｍ、 上
端 幅 0.20 ～ 1.22 ｍ、下 端 幅 0.15 ～ 1.19 ｍ、確 認 面 か ら の 深 さ は 0.08 ｍ 前 後 で あ る。
断 面 形 は 皿 状 を 呈 す る。 主 軸 方 位 ： N － 59°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層
で 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 11 点、24.4 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 ７ 点、12.9 ｇ、
須 恵 器 １ 点、1.1 ｇ、 中 世 陶 器 １ 点、4.8 ｇ、 土 器 ２ 点、5.6 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 と 推 定 さ れ る。

第９号溝状遺構－ SD09
遺構（第 21 図　図版４）
　 位 置 ：D － １ ・ ２、E―2 グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： な し。 平 面 形 ・ 規 模 ： 北 側 が 調
査 区 外 へ 延 び る た め、全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。長 さ 2.20 ｍ、上 端 幅 0.72 ～ 1.06 ｍ、
下 端 幅 0.58 ～ 0.96 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.14 ～ 0.18 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形
を 呈 す る。 主 軸 方 位： N － ９°－ W。 覆 土：１ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層 し、
自 然 堆 積 と 思 わ れ る。
遺物（第 23 図、第６表、図版 12）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 16 点、117.0 ｇ が 出 土 し た。 こ れ ら の う ち、 １
点 を 図 示 し た。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る。

第 11 号溝状遺構－ SD11
遺構（第 21 図　図版４）
　 位 置：E － １ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：SK07 に 切 ら れ、SD07、SD08 を 切 る。 平 面 形・
規 模 ： 確 認 範 囲 が 狭 小 で あ る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 長 さ 1.72 ｍ、 上 端
幅 0.25 ～ 0.35 ｍ、下 端 幅 0.13 ～ 0.19 ｍ、確 認 面 か ら の 深 さ は 0.19 ～ 0.34 ｍ で あ る。
断 面 形 は U 字 形 を 呈 す る。主 軸 方 位： N － 53°－ E。覆 土：１ 箇 所 で 覆 土 を 観 察 し た。
２ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 及 び 重 複 関 係 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 頃 と 推 定 さ れ る。

第 12 号溝状遺構－ SD12
遺構（第 21 図　図版４）
　 位 置 ：D・E － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD13 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 規 模 ： 南 東
側 の 大 半 が 調 査 区 外 へ と 延 び、 確 認 範 囲 が 狭 小 で あ る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ
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る。 長 さ 0.93 ｍ、 上 端 幅 0.57 ｍ、 下 端 幅 0.34 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.46 ｍ 前 後
で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 を 呈 す る と 思 わ れ る。
主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： 東 壁 面 で 覆 土 を 観 察 し た。 ２ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る
と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ２ 点、36.7 ｇ が 出 土 し た。
時期
　 覆 土 か ら、 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る が、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 の 可 能
性 も あ る。

第 13 号溝状遺構－ SD13
遺構（第 21 図　図版４）
　 位 置 ：E － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD12 に 切 ら れ る。
平 面 形 ・ 規 模 ： 東 壁 面 に て 一 部 分 を 検 出 し、 確 認 範 囲 が 狭 小 で あ る た め 全 体 の 形 状
は 不 明 で あ る。 長 軸、 短 軸 と も に 0.90 ｍ、 確 認 面 か ら の 深 さ は 0.27 ｍ 前 後 で あ る。
下 端 は コ ー ナ ー 部 分 の た め 計 測 不 可。 断 面 形 は 逆 台 形 を 呈 す る と 思 わ れ る。 主 軸 方
位： 不 明。 覆 土：東 壁 面 で 覆 土 を 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 23 図、第６表、図版 12）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ２ 点、42.8 ｇ が 出 土 し た。 こ れ ら の う ち、 １ 点 を
図 示 し た。
時期
　 覆 土 か ら、 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る が、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 の 可 能
性 も あ る。
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SD01 　土層説明（SPA－SPAʼ、SPB－SPBʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径0.5cmを含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cmを多量含む。
3 黄褐色土（10YR5/6） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.1cmを主体に含む。

第 20 図 第１号溝状遺構実測図（SD01）
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SD11 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径2cmを含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1~5cmを含む。

SD12 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 粘性、締まりあり。
2 粘性、締まりあり。

黒褐色土（7.5YR2/2） 黄褐色土ブロック径0.5cmを含む。
黒褐色土（7.5YR2/2） 黄褐色土ブロック径1~2cmを多量含む。

SD13 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 粘性、締まりあり。黒褐色土（7.5YR3/2） 黄褐色土ブロック径1~3cmを多量含む。

SD02 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（10YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径3~5cmを含む。

SD09 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 赤色・黒色粒子を含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cmをまばらに含む。
3 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径3~5cmを含む。
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第 21 図 第２・９・11・12・13 号溝状遺構実測図（SD02・09・11・12・13）

第 22 図 第１号溝状遺構出土遺物実測図（SD01）
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２　井戸跡
第 15 号土坑－ SK15 註１

遺構（第 24 図 図版８）
　 位 置 ：C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD14 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 南 側 が 調
査 区 外 へ 延 び る た め 全 体 の 平 面 形 は 不 明 で あ る が、 残 存 範 囲 か ら 円 形 を 呈 す る と 考
え ら れ る。 長 軸 0.82 ｍ、 短 軸 0.29 ｍ 以 上 で あ る。 深 さ は 遺 構 確 認 面 か ら 0.54 ｍ ま
で 調 査 を 行 っ た。 な お、 含 水 層 ま で の 断 ち 割 り 調 査 は 隣 接 地 へ の 安 全 確 保 の た め 未
実 施 で あ る。 断 面 形 は 円 筒 形 で あ る。 主 軸 方 位 ： 円 形 の た め 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で
観 察 し た。 ２ 層 に 分 層 し、 混 入 物 や 堆 積 状 況 か ら 人 為 的 に 埋 め 戻 さ れ た も の と 考 え
ら れ る。
遺物（第 25 図、第７表、図版 13）
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 21 点、134.2g の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 ３ 点、17.0 ｇ、
土 師 器 15 点、66.2 ｇ、 須 恵 器 ２ 点、39.8 ｇ、 産 地 不 明 の 陶 器 １ 点、11.2 ｇ が 出 土
し て い る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 と 推 定 さ れ る。

第 6表 第１・９・13 号溝状遺構出土遺物観察表（SD01・09・13）
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第 23 図 第９・13 号溝状遺構出土遺物実測図（SD09・13）
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密
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東金子産

中世陶器

武蔵型甕

挿図番号

図版番号

22-1 須恵器

11-1 甕

22-2 炻器

11-2 甕

22-3 石製品

11-3 石帯丸鞆

23-1 土師器

12-13 甕

23-2 土師器

12-14 甕

良
外面:灰褐色(7.5YR4/2)
内面:褐灰色(10YR5/1)

にぶい黄橙色(10YR6/4)
灰黄褐色(10YR4/2)

外面全体にスス付着　キ
ザミの中にハケメ痕あり
弥生時代後期後半から古
墳時代前期初頭

ー
>45
ー

30.6
輪積み／回転成形／外面：タタキ／
内面：ヘラナデ

遺構
番号 種別 部位 成形・技法の特徴 胎土 焼成 色調 備考

灰色(N5/0)
１㎜以下白色粒子少量
１㎜前後淡褐色粒子微量 良

SD13 口縁
＊218
>48
ー

34.0

口唇部：３～４㎜程度のハケメ工具
による連続押圧のキザミ装飾／外
面：口唇部下ハケメ（横位）・頸部
ハケメ（縦位）・肩部ハケメ（横
位）／内面：ハケメ（横位）・頸部
下部ヘラナデ（横位）

１～２㎜乳白色粒子少量
１㎜以下雲母微量
１㎜以下赤色粒子微量

良

１㎜前後白色粒子微量

良
橙色(7.5YR6/6)

SD01 ー
>21.0
>21.0

8.0
5.1 ー ー ー 灰白色(N8/) 玉髄

SD01 胴部

SD09 口縁

SD01 口縁部
ー

>31
ー

9.2 ロクロ成形／口唇部貼り付け

＊220
>35
ー

15.3
内外面：ヨコナデ／外面：指ナデ痕
多く残存

１㎜以下雲母やや多量
１㎜以下角閃石微量

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)
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３　土坑
第３号土坑－ SK03
遺構（第 26 図 図版５）
　 位 置 ：B － ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD14、P11 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は
長 方 形 で、 長 軸 0.93 ｍ、 短 軸 0.57 ｍ、 深 さ 0.07 ｍ で あ る。 断 面 形 は 皿 状 で あ る。
主 軸 方 位 ：N － 88°－ E。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ２ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ
る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ５ 点、7.0g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 ４ 点 4.8 ｇ、 須 恵
器 １ 点 2.2 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る。

第５号土坑－ SK05
遺構（第 26 図 図版６）
　 位 置：C・D － １・２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：SK06、P21、P22 を 切 る。 平 面 形・規 模：
平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る。 長 軸 1.41 ｍ、 短 軸 1.08 ｍ、 深 さ 0.25 ｍ で あ る。 断 面 形
は 逆 台 形 で あ る。 ま た、底 面 に は 凹 凸 が み ら れ、植 栽 痕 と も 考 え ら れ る。 主 軸 方 位：
N － ３°－ E。覆 土：１ 箇 所 で 観 察 し た。４ 層 に 分 層 し、自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら、 中 世 以 降 と 考 え ら れ る。

1

2

未調査

SK21

SK22

SD14
SK15

SPA'
3.00m

SPA

SPA'
SPASPA

密

南比企産
銅鋺蓋模倣

挿図番号

図版番号

25-1 須恵器

13-10 蓋

ー
>15
ー

摘み径
44

37.1
ロクロ成形／つまみ部貼り付け／回
転ナデ

１～２㎜砂粒少量
１～２㎜チャート少量
１㎜以下白色針状物質少
量
１㎜以下白色粒少量

良 灰色(N4/0)SK15 摘み部

遺構
番号 種別 部位 成形・技法の特徴 胎土 焼成 色調 備考

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)

0 10cm1/30 1m1/40

第 7表 第 15 号土坑出土遺物観察表（SK15）

1

第 24 図 第 15 号土坑実測図（SK15） 第 25 図 第 15 号土坑出土遺物実測図（SK15）

SK15 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径0.5cm、土器微細片、赤色土ブロック径0.5cm

を含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cm、赤色土ブロック径0.5cmを含む。
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第６号土坑－ SK06
遺構（第 26 図　図版６）
　 位 置 ：D － ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SK05 に 切 ら れ、SD10 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ：
平 面 形 は 不 整 形 を 呈 す る。 長 軸 1.59 ｍ、 短 軸 1.28 ｍ、 深 さ 0.21 ｍ で あ る。 断 面 形
は 逆 台 形 で あ る。主 軸 方 位：N － 32°－ W。覆 土：１ 箇 所 で 観 察 し た。４ 層 に 分 層 し た。
遺物（第 28 図、第８表、図版 13）
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 31 点、573.0g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 が 24 点、78.2 ｇ、
須 恵 器 が ５ 点、39.4 ｇ、 炻 器 が １ 点、419.0 ｇ、 焼 礫 が １ 点、36.4 ｇ 出 土 し て い る。
こ れ ら の う ち、 １ 点 を 図 示 し た。 １ は 捏 鉢 で あ り、 中 世 前 期 の 所 産 と 考 え ら れ る。
時期
　 覆 土 及 び 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 前 期 と 考 え ら れ る。

第９号土坑－ SK09
遺構（第 27 図　図版７）
　 位 置 ：C・D － ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：P13 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は 楕
円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.47 ｍ、短 軸 0.42 ｍ、深 さ 0.31 ｍ で あ る。 断 面 形 は U 字 形 で、
西 側 に １ 段 の テ ラ ス を 伴 う。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ３ 層 に 分
層 し、 人 為 的 な 埋 め 戻 し で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ６ 点、45.8g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 ４ 点、7.0 ｇ、 須
恵 器 １ 点、5.0 ｇ、 瀬 戸 ･ 美 濃 系 の 陶 器 １ 点、33.8 ｇ で あ る。
時期
　 遺 物 か ら、 中 世 か ら 江 戸 時 代 と 推 定 さ れ る。

第 18 号土坑－ SK18
遺構（第 27 図　図版８）
　 位 置 ：D － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： SD01、SK28 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形
は 楕 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.93 ｍ、 短 軸 0.74 ｍ、 深 さ 0.33 ｍ で あ る。 断 面 形 は 楕 円
形 で あ る。 主 軸 方 位 ：N － 85°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積
で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ６ 点、25.6g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 が ４ 点、7.6 ｇ、
中 世 陶 器 ２ 点、18.0 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 中 世 と 推 定 さ れ る。

第 19 号土坑－ SK19
遺構（第 27 図　図版８）
　 位 置 ：D・E － ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SK28 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形
は 不 整 長 方 形 を 呈 す る。 長 軸 0.57 ｍ 以 上、 短 軸 0.39 ｍ、 深 さ 0.23 ｍ で あ る。 断 面
形 は U 字 形 で あ る。 主 軸 方 位 ：N － 18°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ３ 層 に 分
層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
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遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ４ 点、9.7g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 ３ 点、8.6 ｇ、 須
恵 器 １ 点、1.1 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る。

第 24 号土坑－ SK24
遺構（第 27 図　図版９）
　 位 置：D・E － ２・３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係：SD01、SK28 に 切 ら れ る。 平 面 形・規 模：
平 面 形 は 楕 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.56 ｍ、 短 軸 0.36 ｍ、 深 さ 0.43 ｍ で あ る。 断 面 形
は 皿 形 で あ る。 主 軸 方 位：N － 18°－ W。 覆 土：１ 箇 所 で 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層 し、
自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ３ 点、58.8g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 ２ 点、7.4 ｇ、 中
世 陶 器 １ 点、51.4 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 と 考 え ら れ る。

第 25 号土坑－ SK25
遺構（第 27 図　図版９）
　 位 置 ：C － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面
形 は 不 整 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.46 ｍ、 短 軸 0.41 ｍ、 深 さ 0.52 ｍ で あ る。 断 面 形 は
U 字 形 で あ る。 主 軸 方 位 ： 円 形 の た め 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層
し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ２ 点、11.5g が 出 土 し た。
時期
　 出 土 遺 物 及 び 覆 土 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 と 考 え ら れ る。

第 26 号土坑－ SK26
遺構（第 27 図　図版９）
　 位 置 ：D － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面
形 は 不 整 形 を 呈 す る。 長 軸 0.61 ｍ、 短 軸 0.47 ｍ、 深 さ 0.41 ｍ で あ る。 断 面 形 は U
字 形 で、 南 側 に １ 段 の テ ラ ス を 伴 う。 主 軸 方 位 ：N － 12°－ E。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観
察 し た。 ２ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ２ 点、3.3g が 出 土 し た。
時期
　 出 土 遺 物 及 び 覆 土 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 と 考 え ら れ る。



－ 32 － － 33 －

第 28 号土坑－ SK28
遺構（第 27 図　図版 10）
　 位 置 ：D・E － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01、SK24 に 切 ら れ、SK19 を 切 る。
平 面 形・規 模：平 面 形 は 不 整 長 方 形 を 呈 す る。 長 軸 1.04 ｍ、 短 軸 0.48 ｍ、 深 さ 0.50
ｍ で あ る。断 面 形 は 逆 台 形 で あ る。主 軸 方 位：N － 25°－ E。覆 土：１ 箇 所 で 観 察 し た。
３ 層 に 分 層 し、 人 為 的 な 埋 戻 し で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら、 平 安 時 代 か ら 中 世 と 考 え ら れ る。

第 30 号土坑－ SK30
遺構（第 27 図　図版 10）
　 位 置 ：A － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： な し。 平 面 形 ・ 規 模 ： 西 側 が 調 査 区 外 へ 延 び
る た め、全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。長 軸 0.85 ｍ、短 軸 0.55 ｍ 以 上、深 さ 0.11 ｍ で あ る。
断 面 形 は 皿 形 で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆
積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 12 点、39.1g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 11 点、38.0 ｇ、
須 恵 器 １ 点、1.1 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る。
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SK18 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cmを多量含む。

SK19 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5cm、炭化物ブロック径0.5cm、土器微細片を含む。
2 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cm、炭化物ブロック径1cmをまばらに含む。
3 黒褐色土（7.5YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cmを含む。

SK03 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 地山粒子を含む。
2 灰褐色土（5YR4/2） 粘性、締まりあり。 砂粒、地山粒子を多量含む。

SK05 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cm、赤色粒子、土器片を含み、炭化物粒子を多量含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cmをまばらに含み、赤色粒子、炭化物粒子を含む。
3 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径黄褐色土ブロック径2cmを含む。
4 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径3cmを多量含む。

SK06 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色・黒色粒子を含む。
2 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色・黒色粒子を多量含む。
3 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5~1cmをまばらに含む。
4 黒褐色土（7.5YR2/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5~1cmを多量含む。

SK09 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1~2cmを含む。
2 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を含む。
3 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cmを多量含む。
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第３節　近世
１　井戸跡
第２号土坑－ SK02 註１

遺構（第 29 図 図版５）
　 位 置 ：A － ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD03、SD06 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形
は や や 歪 な 円 形 で、 長 軸 1.11 ｍ、 短 軸 0.91 ｍ で あ る。 深 さ は 遺 構 確 認 面 か ら 0.91
ｍ ま で 調 査 を 行 っ た。 な お、 含 水 層 ま で の 断 ち 割 り 調 査 は 隣 接 地 へ の 安 全 確 保 の た
め 未 実 施 で あ る。 断 面 形 は 円 筒 形 を 呈 し、 壁 面 は 垂 直 で あ る。 主 軸 方 位 ： 円 形 の た
め 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ２ 層 に 分 層 し、 混 入 物 や 堆 積 状 況 か ら 人 為 的 に
埋 め 戻 さ れ た も の と 考 え ら れ る。
遺物（第 30 図、第９表、図版 13）
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 97 点、1059.5 ｇ の 遺 物 が 出 土 し た。土 師 器 21 点、92.4 ｇ、
須 恵 器 ５ 点、22.7 ｇ、中 世 陶 器 １ 点、9.1 ｇ、磁 器 ９ 点、48.4g、陶 器 15 点、121.4 ｇ、
炻 器 ５ 点、42.6g、 土 器 14 点、111.7 ｇ、 石 製 品 １ 点、183.2 ｇ、 礫 26 点、428.0 ｇ
で あ る。
時期
　 土 遺 物 の う ち 江 戸 時 代 の 遺 物 が 最 も 主 体 的 で あ る た め、 本 遺 構 は 江 戸 時 代 に 機 能
し て い た も の と 考 え ら れ る。 肥 前 系 陶 器 の 銅 緑 釉 輪 剥 皿 や、 呉 器 手 碗 が 出 土 し て い
る こ と か ら、 廃 絶 年 代 は 17 世 紀 後 葉 か ら 18 世 紀 前 葉 と 推 定 さ れ る。 ま た、 出 土
遺 物 の う ち 土 師 器、 須 恵 器、 中 世 陶 器 は SD03、SD06 か ら の 流 れ 込 み と 推 定 さ れ る。

第 8表 第６号土坑出土遺物観察表（SK06）

1

SK24 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径0.5cmを少量含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1~2cmを含む。

SK25 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径0.5cmを含み、土器微細片を含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色・黒色粒子を含む。
3 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5~1cmを多量含む。

SK26 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土・炭化物ブロック径0.5cmをまばらに含む。
2 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径1cmを多量含む。

SK28 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 黒褐色土（7.5YR3/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・黒色・橙色粒子を含み、土器微細片を含む。
2 黒色土（7.5YR2/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色土、黄褐色粒子を多量含む。
3 黄褐色土（10YR5/6） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径3~5cmが集中堆積する。

SK30 　土層説明
1 黒褐色土（10YR3/1） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子含む。

（SPA－SPAʼ）

第 28 図 第６号土坑遺物実測図（SK06）
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SK02 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 灰褐色土（7.5YR4/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色粒子、黄褐色土ブロック径1cmをまばらに含む。
2 灰褐色土（7.5YR4/2） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色粒子、黄褐色土ブロック径2cmをまばらに含む。
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２　土坑
第１号土坑－ SK01
遺構（第 31 図 図版５）
　 位 置：A － ３ グ リ ッ ド。重 複 関 係：SD06 と 重 複 す る。平 面 形・規 模：平 面 形 は 円 形 で、
長 軸 0.62 ｍ、 短 軸 0.60 ｍ、 深 さ 0.14 ｍ で あ る。 断 面 形 は 皿 状 で あ る。 主 軸 方 位 ：
円 形 の た め 不 明。 覆 土：１ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 32 図、第 10 表、図版 13）
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ５ 点、148.4g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 １ 点、1.4 ｇ、
陶 器 １ 点、16.3 ｇ、 磁 器 ２ 点、57.6 ｇ、 石 製 品 １ 点、73.1 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 の う ち 江 戸 時 代 の 遺 物 が 最 も 主 体 的 で あ る た め、 本 遺 構 は 江 戸 時 代 に 機
能 し て い た も の と 推 定 さ れ る。 ま た、 出 土 遺 物 の う ち 土 師 器 は SD06 か ら の 流 れ 込
み と 推 定 さ れ る。

第７号土坑－ SK07
遺構（第 31 図 図版６･ ７）
　 位 置 ：E － １ ・ ２ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD11 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は
楕 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.80 ｍ、 短 軸 0.60 ｍ、 深 さ 0.34 ｍ で あ る。 断 面 形 は U 字 形
で あ る。 主 軸 方 位 ：N － 50°－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ３ 層 に 分 層 し、 人 為
的 な 埋 め 戻 し と 思 わ れ る。

第 9表 第２号土坑出土遺物観察表 (SK02)
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遺物
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 陶 磁 器 類 な ど 13 点、47.3g の 遺 物 が 出 土 し た。 陶 器 ３ 点、
9.6 ｇ、 土 器 ６ 点、10.0 ｇ、 金 属 製 品 3 点、21.8 ｇ、 石 製 品 １ 点、5.9 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら 江 戸 時 代 と 考 え ら れ る。

第 10 号土坑－ SK10
遺構（第 31 図　図版 7）
　 位 置 ：C － １ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ： な し。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は 北 側 が 調 査 区
外 へ 延 び る た め、 全 体 の 形 状 は 不 明 で あ る。 長 軸 0.57 ｍ、 短 軸 0.30 ｍ 以 上、 深 さ
0.18 ｍ で あ る。 断 面 形 は U 字 形 で あ る。 主 軸 方 位：不 明。 覆 土：北 壁 面 で 観 察 し た。
２ 層 に 分 層 し、 人 為 的 な 埋 め 戻 し で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。 
時期
　 覆 土 の 様 相 及 び 北 壁 面 の 掘 り 込 み 位 置 か ら、 江 戸 時 代 と 推 定 さ れ る。

第 14 号土坑－ SK14
遺構（第 31 図　図版８）
　 位 置 ：C － ２ ・ ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は
不 整 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.60 ｍ、 短 軸 0.54 ｍ、 深 さ 0.46 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台
形 で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 ２ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で
あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 土 師 器 ２ 点、5.2g が 出 土 し た。
時期
　 覆 土 の 様 相 及 び 重 複 関 係 か ら 江 戸 時 代 と 考 え ら れ る。

第 16 号土坑－ SK16
遺構（第 31 図　図版８）
　 位 置：D － ３ グ リ ッ ド。重 複 関 係：な し。平 面 形・規 模：平 面 形 は 不 整 円 形 を 呈 す る。
長 軸 0.47 ｍ、短 軸 0.45 ｍ、深 さ 0.22 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形 で あ る。 主 軸 方 位：
不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は 江 戸 在 地 系 の か わ ら け 小 皿 １ 点、3.1g が 出 土 し た。
時期
　 出 土 遺 物 か ら、 江 戸 時 代 と 考 え ら れ る。

第 17 号土 坑－ SK17
遺構（第 31 図　図版８）
　 位 置 ：C・D － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD01 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は 不
整 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.69 ｍ、 短 軸 0.60 ｍ、 深 さ 0.29 ｍ で あ る。 断 面 形 は 逆 台 形
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で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。4 層 に 分 層 し、 人 為 的 な 埋 め
戻 し で あ る と 考 え ら れ る。
遺物（第 32 図、第 10 表、図版 13）
　 出 土 状 況：本 遺 構 か ら は 12 点、53.5g の 遺 物 が 出 土 し た。 土 師 器 が ７ 点、20.1 ｇ、
須 恵 器 １ 点、3.5 ｇ、瀬 戸 ･ 美 濃 系 の 磁 器 １ 点、3.0 ｇ 及 び 陶 器 １ 点、0.7 ｇ、銭 貨 （古
寛 永） １ 点 2.1 ｇ、 礫 １ 点、24.1 ｇ が 出 土 し て い る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら 江 戸 時 代 と 考 え ら れ る。

第 20 号土坑－ SK20
遺構（第 31 図　図版９）
　 位 置 ：C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：P38 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は 不
整 楕 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.52 ｍ 以 上、 短 軸 0.37 ｍ、 深 さ 0.19 ｍ で あ る。 断 面 形 は
逆 台 形 で あ る。 主 軸 方 位 ：N － ７ °－ W。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然
堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 覆 土 か ら 江 戸 時 代 と 考 え ら れ る。

第 21 号土坑－ SK21
遺構（第 31 図　図版９）
　 位 置 ：C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SK22 を 切 る。 平 面 形 ・ 規 模 ： 平 面 形 は や や
歪 な 円 形 を 呈 す る。 長 軸 0.77 ｍ、 短 軸 0.76 ｍ、 深 さ 0.13 ｍ で あ る。 断 面 形 は 皿 状
で あ る。 主 軸 方 位 ： 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し た。 単 層 で、 自 然 堆 積 で あ る と 考
え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら 遺 物 は 出 土 し て い な い。
時期
　 重 複 関 係 か ら 江 戸 時 代 と 推 定 さ れ る。

第 22 号土坑－ SK22
遺構（第 31 図　図版９）
　 位 置 ：C － ３ グ リ ッ ド。 重 複 関 係 ：SD14 を 切 り、SK21 に 切 ら れ る。 平 面 形 ・ 規
模 ： 平 面 形 は や や 歪 な 円 形 を 呈 す る。 長 軸 1.02 ｍ、 短 軸 0.91 ｍ、 深 さ 0.25 ｍ で あ
る。 断 面 形 は 逆 台 形 状 で あ る。 主 軸 方 位 ： 円 形 の た め 不 明。 覆 土 ： １ 箇 所 で 観 察 し
た。 ３ 層 に 分 層 し、 自 然 堆 積 で あ る と 考 え ら れ る。
遺物
　 出 土 状 況 ： 本 遺 構 か ら は ９ 点、68.5g の 遺 物 が 出 土 し た。 弥 生 土 器 １ 点、3.8 ｇ、
土 師 器 １ 点、5.6 ｇ、 須 恵 器 １ 点、4.4 ｇ、 中 世 陶 器 １ 点 3.5 ｇ、 磁 器 １ 点、0.7 ｇ、
陶 器 ２ 点、11.1 ｇ、 土 器 ２ 点、39.4 ｇ で あ る。
時期
　 出 土 遺 物 か ら 江 戸 時 代 と 考 え ら れ る。
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SK16 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5~1cm、黒褐色土ブロック径0.5cmをまばらに含む。

SK17 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径0.5~2cmを多量含む。
2 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色・赤色・黒色粒子を多量含む。
3 にぶい黄褐色土（10YR5/4）粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径2cmを多量含む。
4 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色・黒色粒子を含む。
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SK14 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径2~3cm、炭化物、赤色粒子を含む。
2 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径2~3cmを多量、黄褐色・黒色粒子を含み、土器微細片を含

む。

SK01 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 灰褐色土（7.5YR4/2） 粘性、締まりなし。 黒色・赤色粒子を含む(近世以降～）。

SK07 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径0.5~2cmを含む。
2 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子を多量含む。
3 褐色土（7.5YR4/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色粒子、黄褐色土ブロック径1cmを多量含む。

0 1m1/40

第 31 図 第１・７・10・14・16・17・20・21・22 号土坑実測図（SK01・07・10・14・16・17・20・21・22）
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第４節　非掲載遺構出土遺物
　 本 調 査 区 で は、60 基 の ピ ッ ト が 検 出 さ れ た （ 第 12 表 を 参 照 ）。 列 状 に 並 ぶ も の
や 規 格 的 に 揃 う も の は な く、 ほ と ん ど は 出 土 遺 物 を 伴 わ な い た め、 時 期 も 不 明 な も
の が 多 い。 ま た、 覆 土 に 関 し て も、 ほ ど ん ど が 単 層 で あ る。 そ れ ら の 中 で、 第 33
号 ピ ッ ト か ら 出 土 し た 土 器 の か わ ら け を １ 点 図 示 し た。

第 10 表 第１・17 号土坑出土遺物観察表（SK01・17）

第 11 表 第 33 号ピット出土遺物観察表（P33）

1

1 2

煤範囲

SK20 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 暗褐色土（7.5YR3/3） 粘性、締まりあり。 黄褐色土ブロック径2~3cmを多量含む。

SK21 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 褐色土（7.5YR4/3） 粘性あり、締まりなし。黄褐色土ブロック径1cm、炭化物ブロック径1cmをまばらに含む。

SK22 　土層説明（SPA－SPAʼ）
1 灰褐色土（7.5YR5/2） 粘性あり、締まりなし。炭化物、黄褐色土ブロック径0.5cmを含む。
2 灰褐色土（7.5YR5/2） 粘性あり、締まりなし。炭化物、黄褐色土ブロック径1~2cmを多量含む。
3 灰褐色土（7.5YR5/2） 粘性あり、締まりなし。黄褐色粒子を含む。

挿図番号

図版番号

32-1 磁器

13-1 中碗

32-2 金属製品

13-11 銭貨(銅)
古寛永通宝SK17 完形

高さ25
幅25
厚さ1

2.1 ー ー ー ー

良 白色 肥前系SK01
口縁
～
底部

＊108
61
＊43

54.1 ロクロ成形 緻密

遺構
番号 種別 部位 成形・技法の特徴 胎土 焼成 色調 備考

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)

緻密

挿図番号

図版番号

33-1 土器

13-12 かわらけ
P33

口縁
～
底部

＊101
25
＊65

25.7 ロクロ成形 １㎜以下角閃石微量 良 黒色(5Y2/1)
口縁部から約１㎝下に稜
あり　内外面にタール状
のスス付着

備考
遺構
番号 種別 部位 成形・技法の特徴 胎土 焼成 色調

口径
器高
底径
(mm)

重量
(ｇ)

0 2cm1/10 10cm1/3

0 10cm1/3

第 32 図 第１・17 号土坑出土遺物実測図（SK01・SK17）

第 33 図 第 33 号ピット出土遺物実測図（P33）
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（遺構重複関係については、＞：本遺構が切る（新）、＜：本遺構が切られる（旧）を示す）
第 12 表 ピット計測表

遺構名 位置（グリッド） 平面形状 長軸長（ｍ） 短軸長（ｍ） 深さ（ｍ） 遺構重複関係 備考
P01 B-2 円形 0.28 0.26 0.11 土師器
P02 B-2 円形 0.38 0.37 0.46 土師器、須恵器
P03 B-2 円形 0.23 0.20 0.11 土師器
P04 B-3 楕円形 0.36 0.32 0.13 
P05 A・B-2 円形 0.35 0.31 0.30 >SD04 土師器
P06 B-2 楕円形 (0.38) 0.31 0.12 >SD14
P07 B-2 楕円形 0.23 (0.20) 0.55 <SD14 須恵器
P08 A-2 楕円形 0.42 0.29 0.16 <SD02 土師器
P09 A-1・2 円形 0.20 0.17 0.34 
P10 B-2 円形 0.19 0.18 0.18 <SD14 土師器
P11 B-2 円形 0.28 0.27 0.22 <SD14
P12 C-2 楕円形 0.44 0.30 0.09 
P13 C-2 楕円形 0.32 (0.23) 0.16 <SK09
P14 C-2 円形 0.18 0.18 0.10 
P15 C-2 円形 0.31 0.28 0.16 土師器、須恵器
P16 C-2 円形 0.21 0.21 0.35 
P17 C-1・2 楕円形 0.21 0.20 0.07 
P18 C-2 楕円形 0.48 0.38 0.18 >P19 陶器
P19 C-2 楕円形 (0.24) (0.16) 0.23 <P18・P20 土師器、その他
P20 C-2 四角形 0.24 (0.24) 0.24 >P19 土師器、その他
P21 C・D-2 楕円形 0.32 0.28 0.18 <SK05 土師器
P22 D-2 楕円形 0.28 0.25 0.26 <SK05
P23 E-1・2 楕円形 0.23 0.23 0.08 
P24 B-1 楕円形 0.24 0.24 0.39 
P25 D-2 楕円形 0.51 0.42 0.24 土師器
P26 C-2 楕円形 (0.14) (0.13) 0.15 <SD14・P27 須恵器
P27 C-2 楕円形 0.34 (0.25) 0.41 >SD14 土師器
P28 D-2 円形 0.23 0.19 0.13 
P29 C-2 円形 0.24 0.23 0.09 
P30 C-2 楕円形 0.18 0.16 0.08 その他
P31 C-2 円形 0.26 0.22 0.16 
P32 C-2 円形 0.20 0.20 0.11 
P33 D-3 楕円形 0.33 0.30 0.25 >P34 土師器、その他
P34 D-3 楕円形 (0.34) 0.18 0.04 <P33
P35 D-3 楕円形 0.29 0.24 0.08 >P36 土師器
P36 D-3 楕円形 0.35 0.31 0.12 <P35 その他
P37 C-3 楕円形 0.34 0.31 0.18 >SD01
P38 C-3 楕円形 0.36 0.32 0.33 >SK20
P39 C-3 楕円形 0.34 0.28 0.21 >P40・P41
P40 C-3 楕円形 0.32 (0.22) 0.18 <P39・P41 土師器
P41 C-3 楕円形 (0.26) (0.25) 0.16 >P41、<P39 土師器
P42 C-3 楕円形 0.25 0.24 0.13 >SD01
P43 C-3 楕円形 0.17 0.16 0.24 須恵器
P44 C-3 円形 0.22 0.20 0.12 須恵器
P45 D-3 楕円形 0.30 0.25 0.16 >P46
P46 D-3 楕円形 0.25 (0.16) 0.13 <P45
P47 C-2 円形 0.18 0.18 0.10 
P48 D-3 楕円形 0.43 0.28 0.14 須恵器
P49 C-3 楕円形 0.31 (0.23) 0.26 <P50 土師器
P50 C-3 楕円形 0.29 0.19 0.10 >P49 土師器
P51 D-2 楕円形 0.34 0.25 0.07 
P52 C-3 楕円形 0.25 0.21 0.04 <P53 土師器
P53 C-3 四角形 0.18 (0.06) 0.10 >P52、<P54 土師器
P54 C-3 楕円形 0.25 0.24 0.13 >P53
P55 C-3 楕円形 0.26 0.19 0.05 
P56 C-2・3 円形 0.23 0.22 0.49 <SD01
P57 C-3 楕円形 0.32 (0.21) 0.25 <SD01
P58 C-3 楕円形 (0.22) 0.19 0.24 <SD01
P59 D・E-3 楕円形 0.24 0.21 0.09 >P60
P60 D・E-3 楕円形 0.22 (0.20) 0.12 <P59
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（※ SD03･05･06 は重複しており、帰属が不明な遺物に関しては一括取上とした）

※

（本調査の弥生土器は土師器で、近世陶磁器、石製品、自然遺物等はその他で集計）第 13 表 遺物出土点数・重量一覧表
遺構名 土師器 須恵器 中世陶器 その他 合計

点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ） 点数 重量（ｇ）
SD01 76 213.9 23 86.6 3 52.5 4 16.0 106 369.0
SD02 7 12.9 1 1.1 1 4.8 2 5.6 11 24.4
SD03 53 1,478.6 53 1,478.6
SD04 92 2,618.7 3 50.3 2 18.6 97 2,687.6
SD05 23 958.3 1 40.5 24 998.8
SD06 2 11.6 2 11.6
SD03･05･06 6 44.8 6 44.8
SD07 30 840.2 30 840.2
SD08 3 35.3 3 35.3
SD09 16 117.0 16 117.0
SD12 2 36.7 2 36.7
SD13 2 42.8 2 42.8
SD14 10 78.1 10 78.1
SK01 1 1.4 4 147.0 5 148.4
SK02 21 92.4 5 22.7 1 9.1 70 935.3 97 1,059.5
SK03 4 4.8 1 2.2 5 7.0
SK04 82 1,019.3 3 34.7 85 1,054.0
SK06 24 78.2 5 39.4 2 455.4 31 573.0
SK07 13 47.3 13 47.3
SK09 4 7.0 1 5.0 1 33.8 6 45.8
SK11 6 29.2 2 3.4 8 32.6
SK13 4 19.1 4 19.1
SK14 2 5.2 2 5.2
SK15 18 83.2 2 39.8 1 11.2 21 134.2
SK16 1 3.1 1 3.1
SK17 7 20.1 1 3.5 4 29.9 12 53.5
SK18 4 7.6 2 18.0 6 25.6
SK19 3 8.6 1 1.1 4 9.7
SK22 2 9.4 1 4.4 1 3.5 5 51.2 9 68.5
SK23 3 4.4 3 4.4
SK24 2 7.4 1 51.4 3 58.8
SK25 2 11.5 2 11.5
SK26 2 3.3 2 3.3
SK30 11 38.0 1 1.1 12 39.1
P01 2 9.3 2 9.3
P02 6 26.0 1 9.2 7 35.2
P03 1 7.9 1 7.9
P05 2 3.2 2 3.2
P07 2 15.9 2 15.9
P08 2 3.1 2 3.1
P10 1 11.6 1 11.6
P15 1 3.5 1 4.2 2 7.7
P18 1 1.6 1 1.6
P19 2 3.9 2 11.8 4 15.7
P20 3 4.4 1 24.2 4 28.6
P21 1 2.8 1 2.8
P25 1 25.0 1 25.0
P26 1 1.6 1 1.6
P27 1 4.5 1 4.5
P30 1 2.1 1 2.1
P33 4 3.8 2 27.5 6 31.3
P35 1 5.5 1 5.5
P36 1 2.1 1 2.1
P40 1 0.9 1 0.9
P41 2 8.0 2 8.0
P43 1 2.2 1 2.2
P44 1 0.9 1 0.9
P48 1 1.4 1 1.4
P49 1 4.2 1 4.2
P50 1 3.4 1 3.4
P52 1 1.1 1 1.1
P53 1 0.8 1 0.8
耕作土・
遺物包含層

78 812.5 3 14.8 22 342.2 103 1,169.5

合計 637 8,884.4 58 310.8 10 140.9 142 2,239.5 847 11,575.6
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第 ４ 章 　 自 然 科 学 分 析
出土石帯（丸鞆）の石質について

パ リ ノ ・ サ ー ヴ ェ イ 株 式 会 社

は じ め に
　 埼 玉 県 戸 田 市 上 戸 田 二 丁 目 25 番 ３、６ の 一 部 に 所 在 す る 前 谷 遺 跡（第 10 次 調 査）
よ り 出 土 し た 石 帯 （丸 鞆） の 石 質 に つ い て、 肉 眼 観 察 を 行 う と と も に、 非 破 壊 で の
蛍 光 X 線 分 析 に よ り、 化 学 組 成 を 調 べ、 石 質 の 種 類 を 明 ら か に し た。 以 下 に そ の
結 果 を 報 告 す る。

1. 試 料
　 試 料 は、前 谷 遺 跡（第 10 次 調 査）よ り 出 土 し た 石 帯（丸 鞆）1 点 で あ る。 石 帯 は、
平 安 時 代 か ら 中 世 と 推 定 さ れ る 溝 状 遺 構 の SD01 よ り 出 土 し て お り、 長 さ 21mm ×
幅 21mm × 厚 さ 8mm 程 度 の 大 き さ で、灰 白 色 ～ 乳 白 色 を 呈 し、や や 透 明 感 を 有 す る。
分 析 試 料 の 外 観 は 写 真 撮 影 を 行 い、 写 真 1 に 示 し た。

2. 分 析 方 法
(1) 肉 眼 観 察
　 試 料 は ル ー ペ を 用 い て 10 ～ 20 倍 で 観 察 し、 さ ら に 実 体 顕 微 鏡 を 用 い て 10 ～ 50
倍 程 度 で 観 察 を 行 な う。 実 体 顕 微 鏡 下 で 代 表 的 な 箇 所 に つ い て は、写 真 撮 影 を 行 う。

(2) 蛍 光 X 線 分 析
　 調 査 に 用 い た 装 置 は、 日 本 電 子 ( 株 ) 製 エ ネ ル ギ ー 分 散 型 蛍 光 X 線 分 析 装 置 (JSX-
1000S) で あ る。 本 装 置 は 下 面 照 射 型 の 装 置 で、X 線 管 球 は Rh を 搭 載 す る。 測 定 条
件 は、 管 電 圧：50kV、 管 電 流：自 動、 測 定 時 間：180 秒 （live time）、 コ リ メ ー タ ー：
9.0mm φ、 真 空 雰 囲 気 と し て、 元 素 分 析 を 実 施 す る。
　 取 得 し た 特 性 X 線 ス ペ ク ト ル は 元 素 定 性 を 実 施 し た 後、 成 分 形 態 を 酸 化 物 と し
た 条 件 で FP 法 ( フ ァ ン ダ メ ン タ ル パ ラ メ ー タ ー 法 ) を 用 い た ス タ ン ダ ー ド レ ス 分 析
に よ っ て 相 対 含 有 率 ( 質 量 ％ ) を 求 め る。 な お、 算 出 さ れ た 結 果 は あ く ま で も 半 定
量 的 な も の で あ る こ と に 留 意 さ れ た い。

3. 結 果
(1) 肉 眼 観 察
　 試 料 は 平 板 状 を 呈 し、 穿 孔 さ れ て い る 側 は 粗 研 磨、 そ の 裏 側 は 鏡 面 研 磨 の 仕 上 げ
が さ れ て い る。 鏡 面 研 磨 の 面 は、 写 真 1-2 の 実 体 顕 微 鏡 に よ る 拡 大 写 真 に み ら れ
る よ う に、 や や 透 明 感 の あ る 灰 白 色 を 呈 し、 一 部、 褐 色 の 水 酸 化 鉄 が 脈 状 に 分 布 し
て い る。 試 料 の 平 板 を 垂 直 に 切 る 破 断 面 は、 微 細 な 凹 凸 を 示 す ( 写 真 1-3)。 構 成
鉱 物 の 粒 界 は 確 認 で き な い ほ ど、細 粒 で あ る こ と か ら、微 細 石 英 ま た は カ ル セ ド ニ ー
か ら な る と み ら れ る。 破 断 面 は、 局 所 的 に 微 小 な 貝 殻 状 断 口 が 散 見 さ れ、 カ ル セ ド
ニ ー に 一 般 に 認 め ら れ る 性 状 を 示 す。
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(2) 蛍 光 X 線 分 析
　 蛍 光 X 線 ス ペ ク ト ル を 第 34 図 に、FP 定 量 結 果 を 第 14 表 に 示 す。 分 析 か ら 得 ら
れ た 化 学 組 成 は、SiO2 が 99.7% と 突 出 し て 高 い 値 を 示 す。 そ の 他 の 成 分 と し て は、
Al2O3 が 0.19%、CaO が 0.07%、Fe2O3 が 0.03%、CuO が 0.01% で 検 出 さ れ る。

4. 考 察
　 提 供 さ れ た 石 帯 （丸 鞆） は、 肉 眼 で は や や 透 明 感 の あ る 灰 白 色 ～ 乳 白 色 を 呈 し て
お り、 玉 髄 と 鑑 定 さ れ る。 実 体 顕 微 鏡 観 察 で は、 構 成 粒 子 は 微 小 で、 粒 界 は 確 認 で
き な い が、 微 細 石 英 (SiO2) 及 び カ ル セ ド ニ ー (SiO2) か ら な る と み ら れ る。 蛍 光 X 線
分 析 か ら 求 め ら れ た 化 学 組 成 は、SiO2 が 99.7% と 非 常 に 高 い 値 を 示 し て お り、 玉 髄
を 構 成 す る シ リ カ 鉱 物 の 石 英、 カ ル セ ド ニ ー の 化 学 組 成 を 反 映 し て い る と 理 解 さ れ
る。
　 玉 髄 は、一 般 に 岩 石 の 孔 隙 を 満 た し て 球 顆 状、乳 房 状 な ど を な し て 産 す る も の や、
層 状 チ ャ ー ト の 一 部 を 構 成 す る も の な ど が あ り、多 様 な 地 質 に 産 出 す る。 国 内 で は、
新 第 三 紀 の 流 紋 岩、流 紋 岩 質 凝 灰 岩 地 帯 に 産 す る こ と が 多 く、関 東 地 域 や 周 辺 で は、
茨 城 県 常 陸 大 宮 市 の 玉 川 流 域 や、 新 潟 県 三 条 市 の 五 十 嵐 川 流 域、 福 島 県 に 産 す る も
の な ど が 有 名 で あ る。 分 析 試 料 の 産 地 を 特 定 す る こ と は 難 し い が、 比 較 的 良 質 な 玉
髄 と み ら れ る こ と か ら、 玉 髄 の 多 産 す る 地 域 の も の が 材 料 に な っ て い る と 推 測 さ れ
る。

原子番号 元素名 化学式 質量% 3σ 積分強度 K レシオ ライン フィルタ

定
量

結
果

13 Al Al2O3 0.19 0.017 4830 0.0008 K ND

14 Si SiO2 99.70 0.147 5487302 0.4904 K ND

20 Ca CaO 0.07 0.003 8451 0.0006 K ND

26 Fe Fe2O3 0.03 0.001 20917 0.0005 K ND

29 Cu CuO 0.01 0.000 18933 0.0003 K ND
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第 14 表 ＦＰ定量結果

第 34 図 蛍光Ⅹ線スペクトル
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1.分析試料　石帯（丸鞆）

※赤丸は蛍光X線分析の測定箇所

写真1　試料及び実体顕微鏡写真

2.実体顕微鏡　研磨面　

3.実体顕微鏡　破断面

[分析条件]

測定機器 JSX-1000S
[KV]管電圧 50

管電流 0.065 [mA]
コリメーター 9.0  mm
分析時間 [sec]180

ND一次フィルタ
分析方法 FP法

[測定画像]
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第５章　まとめ

第 １ 節 　 第 1 0 次 発 掘 調 査 の 成 果
　前 谷 遺 跡 第 10 次 調 査 で は、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 の 遺 構 を 主 体 と
し、 平 安 時 代、 中 世、 近 世 の 遺 構 が 重 複 し て 検 出 さ れ た。 以 下 に、 こ れ ま で の 発 掘
調 査 の 成 果 と 比 較 ・ 検 討 し た 上 で、 本 調 査 地 点 の 成 果 に つ い て 考 察 す る。

１．弥生時代後期後半から古墳時代前期
　 本 調 査 地 点 に お い て、 弥 生 時 代 後 期 後 半 か ら 古 墳 時 代 前 期 に 帰 属 す る と 考 え ら れ
る 遺 構 は、 周 溝 状 遺 構 と 推 定 さ れ る 溝 状 遺 構 ８ 条、 土 坑 ７ 基 が 検 出 さ れ た。

（１） 周 溝 状 遺 構
　 範 囲 が 狭 小 の た め、 全 様 を 確 認 で き る も の は １ 基 も な か っ た。 そ の た め、 推 測 の
域 を 出 な い 部 分 も あ る こ と を 前 提 に 考 察 し て い き た い。
　 本 遺 跡 の こ れ ま で の 調 査 で 検 出 さ れ た 周 溝 状 遺 構 の う ち、 完 全 な 平 面 形 が 確 認 で
き る 第 １ 次 調 査 の 第 １ 号 方 形 周 溝 墓 （第 35 図）（以 下、 Ⅰ 次 １ 号 と い う） と の 比 較
を 試 み た 結 果、SD04 は SD07 と 同 一 遺 構 の 可 能 性 が 考 え ら れ る。 Ⅰ 次 １ 号 の 平 面 形
を 基 に SD04 と SD07 を 繋 げ る と、 ほ ぼ 同 形 ・ 同 規 模 の 周 溝 状 遺 構 が 復 元 で き、 さ
ら に SD12 及 び SK23 も 同 一 遺 構 で あ る 可 能 性 が 示 唆 さ れ る。SK23 は 周 溝 先 端 部 に
あ た る と 考 え ら れ、SD04・SD07 と 比 較 す る と 深 さ が 浅 い こ と や、 遺 物 が 出 土 し て
い な い こ と か ら や や 疑 念 は 残 る が、 あ く ま で 仮 説 と し て 述 べ て お く。 そ れ ぞ れ の 遺
構 の 規 模 や 年 代 等 の 観 点 か ら み て も 違 和 感 は み ら れ な い。 こ う し て 復 元 さ れ た 周 溝
状 遺 構 （SD04 を 主 体 と す る 周 溝 状 遺 構 ） は、 南 西 に 開 口 部 を 有 す る 点 で も Ⅰ 次 １
号 と 共 通 す る た め、 両 者 に は 何 ら か の 関 連 性 が あ る と 推 測 さ れ る。 そ の 関 連 性 を 探
る べ く、 そ れ ぞ れ の 遺 構 の 性 格 を 考 察 し て い く。
　 周 溝 状 遺 構 は こ れ ま で に 「方 形 周 溝 墓」 と し て 数 多 く の 事 例 が 報 告 ・ 蓄 積 さ れ て
き た が、 及 川 良 彦 氏 （ 及 川 1998） や 飯 島 義 雄 氏 （ 飯 島 1998） に よ っ て 建 物 の 外 部
施 設、 い わ ば 「 住 居 」 と し て の 機 能 を 有 し て い た 可 能 性 が 指 摘 さ れ た。 そ れ 以 降、
福 田 聖 氏 や 長 瀬 出 氏 を は じ め と し た 研 究 者 ら に よ っ て、 既 に 報 告 さ れ た 数 多 く の 方
形 周 溝 墓 の 再 検 討 が 行 わ れ、 一 定 の 成 果 が あ げ ら れ て い る。 Ⅰ 次 １ 号 も 福 田 氏 （福
田 2014） に よ っ て 再 検 討 さ れ た 方 形 周 溝 墓 の 一 つ で あ る。
　 福 田 氏 は 方 形 周 溝 墓 と 周 溝 持 建 物 （福 田 氏 に 倣 い、 周 溝 を 伴 う 建 物 を 「周 溝 持 建
物 」 と 記 す ） の、 そ れ ぞ れ に あ る 程 度 の 基 準 を 定 め、 方 形 周 溝 墓 に つ い て は、「 ①
方 台 部 が 直 線 的 な 辺 を 持 つ。 ② 平 面 形 は 全 周、 一 隅 切 れ、 四 隅 切 れ が あ る。 ③ 施 設
と し て の 溝 中 土 坑 が あ る。 ④ 幅 が １ ｍ 以 上、 深 さ が 50㎝ に 満 た な い よ う な 広 く 浅
い も の は 少 な い。 ⑤ 壺 の 出 土 比 率 が 高 い。 ⑥ 出 土 土 器 の 完 形 率 が 高 い。 ⑦ 出 土 土 器
の 出 土 位 置 が コ ー ナ ー や 陸 橋 部 際、特 定 の 周 溝 に 偏 る。 ⑧ 整 然 と し た 群 構 成 を な す」
の ８ 点 を 認 定 す る 際 の 基 準 と し て い る。 ま た、 周 溝 持 建 物 に つ い て は、「 ① 周 溝 の
辺 の 中 央 が 切 れ る、 ま た は そ れ に 加 え て コ ー ナ ー の 一 つ が 切 れ る 開 口 部 を 有 す る。
② 周 溝 内 は 13 ｍ 前 後、 あ る い は 10 ｍ 前 後 の 規 模 を も つ。 ③ 遺 構 内 か ら 器 種 構 成
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Ⅰ次１号

SD04

SD07

SK23 SD12

第 35 図 第１次調査の第１号方形周溝墓

第 36 図 SD04 を主体とする周溝状遺構
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と し て 壺 に 加 え て 甕 が 多 く 出 土 す る。 ④ 周 溝 の 幅 と 深 さ が 相 対 的 に 狭 く 浅 い」 の ４
点 を 認 定 す る 際 の 基 準 と し て い る。 こ の 基 準 に 基 づ き、 福 田 氏 は Ⅰ 次 １ 号 の 再 検 討
を 行 い、平 面 形 が 不 整 方 形 を 呈 し、一 辺 の 中 央 が 切 れ る こ と（周 溝 持 建 物 基 準 ①）や、
周 溝 区 画 内 の 規 模 が 12.6 ｍ （ 周 溝 持 建 物 基 準 ② ） で あ る こ と 等 か ら 周 溝 持 建 物 と
し て 認 定 し て い る。
　 こ の 基 準 に 則 り、SD04 を 主 体 と す る 周 溝 状 遺 構 を 考 察 し て い く （ 第 36 図 ）。 Ⅰ
次 １ 号 と 同 様 に、 平 面 形 は 不 整 方 形 で 一 辺 の 中 央 が 切 れ る 形 状 と 推 測 さ れ （周 溝 持
建 物 基 準 ① ）、 周 溝 内 は 約 13.5 ｍ （ 周 溝 持 建 物 基 準 ② ） で あ る。 出 土 遺 物 の 器 種 構
成 は、SD04 に お い て 最 も 多 い の が 壺 58 点、1798.8 ｇ、次 い で 甕 27 点 407.6 ｇ で あ る。
SD07 に お い て も 同 様 で、 最 も 多 い の が 壺 16 点、631.2 ｇ、 次 い で 甕 12 点、138.5
ｇ で あ る。SD12 は 甕 １ 点 27.4g、 台 付 甕 １ 点 9.3g が 出 土 し、SK23 か ら 遺 物 は 出 土
し て い な い。調 査 し た 範 囲 に お い て は 壺 に 加 え て 甕 が 多 く 出 土 し て い る と い え る（周
溝 持 建 物 基 準 ③）。 こ れ ら の こ と か ら、SD04 を 主 体 と す る 周 溝 状 遺 構 も 周 溝 持 建 物
で あ る 可 能 性 が 高 い よ う に 思 わ れ る。 一 方 で、 遺 物 の 出 土 位 置 を み る と SD04 に お
い て は 開 口 部 と 東 コ ー ナ ー 周 辺 に 集 中 し て い る よ う に み え、SD07 に お い て も 遺 物
の 出 土 位 置 は 復 元 さ れ た 周 溝 状 遺 構 の 西 コ ー ナ ー に あ た る と 推 測 さ れ る。 い ず れ も
部 分 的 な 検 出 の た め 推 測 で は あ る が、 お お よ そ 開 口 部 と コ ー ナ ー 周 辺 に 遺 物 が 集 中
し て い る 可 能 性 は 高 い だ ろ う （ 方 形 周 溝 墓 基 準 ⑦ ）。 ま た、 周 溝 の 規 模 が 幅 １ ｍ、
深 さ 50㎝ 以 上 （ 方 形 周 溝 墓 基 準 ④ ） で あ る こ と も 加 味 す る と、 方 形 周 溝 墓 で あ る
可 能 性 も 否 定 で き な い。
　 先 述 の と お り、SD04 を 主 体 と す る 周 溝 状 遺 構 と Ⅰ 次 １ 号 は 規 模 ・ 平 面 形 が 近 似
し て お り、開 口 部 の 方 位 も 共 通 し て い る。 開 口 部 の 方 位 に 関 し て は、岩 井 聖 吾 氏 （岩
井 ・ 坂 上 ・ 山 嵜 2013） に よ る 戸 田 市 域 に お け る 周 溝 状 遺 構 の 集 成 に よ る と、 最 も
多 い の が 南 西 で 全 体 の 約 ４ 割 を 占 め て い る。 さ ら に、 南 東 が 約 ３ 割、 南 が 約 １ 割 と
続 き、 南 東 か ら 南 西 に か け て お お よ そ 南 向 き に 開 口 部 を 有 す る も の が 全 体 の 約 ８ 割

1 類

2 類

3類

a ｂ

a ｂ

c ｄ

a ｂ

c d

周溝形状 開口部位
戸田市域における周溝状遺構類型

を 占 め て い る。 岩 井 氏 は、 こ の 傾 向 が 戸 田 市 域 に
限 っ た こ と で は な く 当 該 期 の 周 溝 に 普 遍 的 に み ら
れ る 属 性 と し、「 個 々 の 周 溝 状 遺 構 が 「 墓 」 で あ
る か、「 建 物 跡 」 で あ る か に よ っ て、 そ の 意 味 付
け は 大 き く 変 わ る が、 日 の 出 か ら 南 中 を 経 て 日 の
入 り に 至 る 太 陽 の 日 周 運 動 に 関 係 す る も の で あ る
可 能 性 が 考 え ら れ よ う」 と 考 察 し て い る。 両 者 の
関 連 性 の 有 無 は さ て お き、 何 ら か の 意 図 を も っ て
南 西 に 開 口 部 を 有 す る 可 能 性 は 高 い だ ろ う。
　 そ の 他、 周 溝 状 遺 構 と 思 わ れ る SD03、SD05、
SD06、SD08、SD10、SD14 は い ず れ も 確 認 範 囲 が
狭 小 で あ る た め、 現 段 階 で は 遺 構 性 格 や 関 連 性 等
の 考 察 に は 及 ば な い。
　 ま た、 岩 井 氏 に よ る 分 類 （ 第 37 図 ） に、 今 回
の 調 査 で 検 出 さ れ た 周 溝 状 遺 構 を 照 ら し 合 わ せ
る。SD04 を 主 体 と す る 周 溝 状 遺 構 は １ 類 ｂ 種 で
あ る と 思 わ れ る。SD14 は 西 コ ー ナ ー 部 が 確 認 さ

第 37 図 戸田市域における周溝状
遺構類型
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れ、 そ の 平 面 形 か ら １ 類 に 分 類 さ れ る。 全 体 の 形 状 や 周 溝 先 端 部 は 不 明 の た め、 開
口 部 位 を 特 定 す る こ と は 困 難 で あ る。 そ れ 以 外 の 周 溝 状 遺 構 は、 こ れ に 関 し て も 現
段 階 で は 判 断 す る こ と が で き な い。

（２） 土 坑
　 土 坑 は、 長 軸 規 模 が 0.70 ｍ 前 後 の も の が 多 く み ら れ る。 そ の 中 で も SK04 は 長 軸
1.56m を 超 え る 土 坑 で、弥 生 土 器 の ミ ニ チ ュ ア が 完 形 で 出 土 し て い る。こ の ミ ニ チ ュ
ア は 器 高 ８ ㎝ 程 度 と 小 さ い な が ら、 繊 細 な 装 飾 が 施 さ れ て い る 点 で 注 目 に 値 す る。
ま た、 底 部 か ら 横 転 し た 状 態 で 出 土 し て い る 点 に も 触 れ て お き た い。 方 形 周 溝 墓 に
お い て、 祭 祀 に 用 い ら れ て い た 壺 の 役 割 の 低 下 と と も に 登 場 し た 小 型 器 種 が、 周 溝
下 層 か ら 出 土 し て い る こ と が 立 花 実 氏 （ 立 花 1996） に よ っ て 指 摘 さ れ て い る。 す
な わ ち、SK04 が 周 溝 状 遺 構 の 一 部 だ っ た 場 合、 こ の ミ ニ チ ュ ア は SK04 が 方 形 周 溝
墓 の 一 部 で あ る こ と を 示 す 一 つ の 根 拠 と な り う る。

２．平安時代から中世
　 本 調 査 地 点 に お い て、 平 安 時 代 か ら 中 世 に 帰 属 す る と 考 え ら れ る 遺 構 は 溝 状 遺 構
６ 条、 井 戸 跡 １ 基、 土 坑 11 基 が 検 出 さ れ た。 こ れ ま で の 調 査 で、 本 遺 跡 地 に は 当
該 期 の 集 落 が あ っ た と 推 定 さ れ、 第 ２ 次 及 び 第 ４ 次 調 査 で は 瓦 塔 の 一 部 が 出 土 し て
い る こ と か ら 集 落 内 に 仏 堂 施 設 が 造 営 さ れ て い た と 考 え ら れ て い る。

（１） 溝 状 遺 構
　SD01 は 東 西 方 向 に 延 び る 直 線 状 を 呈 し て い る。 本 調 査 地 点 の 周 辺 の 調 査 成 果（第
38 図 ） を み る と、SD01 と 同 様 に 東 西 方 向 に 延 び る 溝 が ３ 条 検 出 さ れ て い る。 第 ４
地 点 の SD01、第 ５ 地 点 の SD02、第 ６ 地 点 の SD04 で あ る。ま た、第 ６ 地 点 に お い て は、
SD03 が 南 北 方 向 に 延 び て い る。 現 段 階 で は 接 続 は 認 め ら れ て い な い が、 東 西 及 び
南 北 の 軸 を 意 識 し て い る こ と が 窺 え る。『 前 谷 遺 跡 Ⅵ 』 で 吉 田 幸 一 氏 （ 吉 田 2019）
が 考 察 し て い る よ う に、 こ れ ら は 区 画 溝 と 考 え ら れ る。 各 当 該 遺 構 の 推 定 時 期 に は
や や 差 異 が 生 じ て い る も の の、 こ れ ら の 溝 は 平 安 時 代 も し く は 中 世 に 帰 属 す る も の
と 思 わ れ る。
　 本 調 査 地 点 の SD01 か ら は、 石 製 の 丸 鞆、 須 恵 器、 中 世 陶 器 が あ る。 丸 鞆 は 装 飾
具 の 一 つ で あ り、 古 代 の 官 人 が 政 務 の 際 に 着 用 す る 正 装 で あ る 束 帯 の 一 部 と し て 用
い ら れ た 腰 帯 の う ち、 銙 具 （飾 り 具） が 石 製 の も の を 石 帯 と い う。 腰 帯 は 中 国 の 制
に な ら い、 官 人 の 身 分 秩 序 を 視 覚 化 す る 役 割 を 果 た し て い た と さ れ る。
　 出 土 し た 丸 鞆 は、 田 中 広 明 氏 の 分 類 に よ る 無 孔 に 分 類 さ れ る。 無 孔 は 垂 孔 が 消 滅
し た 最 終 段 階 で、 ８ 世 紀 第 Ⅲ 四 半 期 以 降 に 出 現 し、10 世 紀 第 Ⅱ 四 半 期 に 出 土 量 の
ピ ー ク が み ら れ る。 表 面 は 鏡 面 研 磨 が 施 さ れ 光 沢 を 有 す る が、 側 面 ・ 裏 面 は 研 磨 さ
れ て い る も の の 光 沢 は な い。 平 尾 政 幸 氏 が 「側 面 は 表 面 と 同 等 か そ れ 以 下、 裏 面 は
側 面 と 同 等 か そ れ 以 下 と、 非 常 に 単 純 な 傾 向 が 見 い だ せ る」（平 尾 2000） と 指 摘 す
る よ う に、 人 の 目 に 触 れ な い 部 分 ほ ど 研 磨 の 精 度 が 低 下 す る 傾 向 に あ る こ と が 窺 わ
れ る。
　 平 安 時 代 初 期、腰 帯 の 素 材 に 関 す る 制 限 令 が 相 次 い で 発 令 さ れ た。 延 暦 15（796）
年、 新 た な 銭 貨 の 鋳 造 を 理 由 に 銅 製 銙 具 に 黒 漆 を 塗 っ た 「烏 油 腰 帯」 の 六 位 以 下 の
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着 用 が 禁 じ ら れ た （『 日 本 後 紀 』 延 暦 十 五 年 十 一 月 辛 酉 条 ）。 こ こ で 注 目 し た い の
が、 こ の 時 点 で 既 に 存 在 し て い た 黒 色 の 石 製 銙 具 は 禁 止 の 対 象 に は な ら な か っ た こ
と で あ る。 黒 色 の 石 帯 が 「 烏 油 腰 帯 」 の 代 替 品 と し て 使 用 さ れ 始 め た こ と を 機 に、
銙 具 の 材 質 が 全 面 的 に 銅 製 か ら 石 製 へ と 転 換 し、 次 第 に 多 彩 な 色 調 を 持 つ 石 を 使 用
し た 雑 石 腰 帯 が 急 激 に 増 加 し て い っ た と 考 え ら れ て い る。 雑 石 腰 帯 の 増 加 を 加 速 さ
せ た 要 因 と し て、 腰 帯 が 国 家 か ら 支 給 さ れ る も の で は な く 自 ら 準 備 す る も の で あ っ
た こ と や、 東 西 市 で 銅 製 腰 帯 が 入 手 困 難 に な る 一 方 で 雑 石 腰 帯 が 入 手 し や す か っ た
こ と が 背 景 に あ っ た。 大 同 ２ 年 （807） に は 「 雑 石 ・ ・ 中 略 ・ ・ 一 切 禁 断 者 」 と い
う 雑 石 の 使 用 を 禁 止 す る 記 載 が み ら れ る （『日 本 後 紀』 弘 仁 元 年 九 月 丁 未 条）。 こ れ
は 上 位 者 に の み 着 用 が 限 ら れ て い た 翡 翠 や 瑪 瑙、 紺 玉 等 が 用 い ら れ た 玉 帯 と の 区 別
の た め と さ れ て い る が、 こ の 「雑 石」 に 玉 髄 は 含 ま れ る の で あ ろ う か。 玉 髄 と 瑪 瑙
は 構 成 粒 子 が 共 通 し て お り、 い ず れ も 微 細 な 石 英 及 び モ ガ ナ イ ト と い う 水 を 含 ん だ
シ リ カ 鉱 物 の 粒 子 の 集 合 体 で、 縞 模 様 の 発 達 し て い る も の を 瑪 瑙、 そ う で な い も の
を 玉 髄 と 区 別 し て い る。 出 土 し た 丸 鞆 に 用 い ら れ て い る 石 材 は、 玉 髄 の 生 成 過 程 で
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瑪 瑙 ま で 変 化 し て い な い も の と い う こ と が 自 然 科 学 分 析 に よ っ て 判 明 し て い る。 し
か し、 安 易 に 瑪 瑙 よ り も 格 下 と 判 断 す る こ と は で き な い。 平 尾 氏 が 指 摘 し て い る よ
う に 「石 帯 が 使 用 さ れ て い る 時 点 で は、 お そ ら く そ の 着 用 者 に と っ て 重 要 な の は 鉱
物 学 的 な 石 種 よ り む し ろ そ の 色 合 い」（平 尾 2000）で あ る と 考 え ら れ る か ら で あ る。
五 位 以 上 の 官 人 が 身 に 着 け て い た 腰 帯 に は、 白 玉 帯 と 金 銀 装 腰 帯 が あ る。 当 時 の 白
玉 を 特 定 す る こ と は 難 し い が、 田 中 氏 （ 田 中 2003） は 白 玉 帯 と 観 察 使 の 関 連 性 を
示 唆 し た 上 で、 地 方 の 官 衙 等 で 大 理 石 製 や 白 蝋 石 製 の 白 色 を 呈 し た 石 製 銙 具 が 出 土
し て い る こ と や、 観 察 使 が 地 方 へ 度 々 出 向 し て い た こ と か ら、 白 玉 が 大 理 石 や 白 蠟
石 と い っ た 白 く 輝 く 石 材 で あ っ た と し て い る。 先 述 の 平 尾 氏 の 指 摘 を 受 け、 今 回 出
土 し た 丸 鞆 の 色 合 い を み て み る と、 白 色 を 呈 し、 研 磨 さ れ た 表 面 は 光 沢 が 強 く、 輝
き が あ る と 判 断 で き る だ ろ う。 白 玉 帯 は 平 安 京 を は じ め、 多 賀 城 跡 （宮 城 県 多 賀 城
市）、大 宰 府 跡 （福 岡 県 太 宰 府 市）、武 蔵 国 府 跡 （東 京 都 府 中 市） と い っ た 官 衙 跡 や、
官 衙 に 関 連 す る 遺 跡 か ら 出 土 す る 傾 向 が 窺 え る。 し か し、 注 意 す べ き 点 は 仮 に こ の
丸 鞆 が 白 玉 で あ っ た と し て も、 本 調 査 地 に 五 位 以 上 の 官 人 が 存 在 し て い た、 す な わ
ち 官 衙 が あ っ た と い う 根 拠 に は な ら な い。 な ぜ な ら 腰 帯 は あ く ま で 着 用 者 個 人 の 身
分 を 表 象 す る も の で あ る た め、 遺 跡 全 体 の 性 格 を 表 す も の で は な い か ら で あ る。
　 都 か ら 離 れ た 地 で 五 位 以 上 の 白 玉 帯 が 単 独 で 出 土 す る 理 由 と し て は、 石 帯 を 身 に
着 け た 官 人 が 儀 式 や 執 務 に あ た っ た 地 方 官 衙 が あ っ た、 地 方 で 没 し た 官 人 が 石 帯 を
身 に 着 け た ま ま 埋 葬 さ れ た、帯 か ら 外 れ た 石 銙 を 個 人 的 に 保 有 あ る い は 破 棄 し た（田
中 2018）な ど と 考 察 さ れ る ほ か、地 方 の 竪 穴 建 物 跡 か ら １ ～ ２ 点 出 土 す る 場 合 に は、
石 帯 か ら 石 銙 を 外 し 集 落 の 住 人 へ 分 配 し た （ 田 中 2006） と 考 え ら れ て い る。 本 調
査 で は 当 該 期 の 竪 穴 建 物 跡 は 検 出 さ れ て い な い が、 着 用 者 以 外 の 官 位 を 持 た な い 人
が 石 銙 を 所 持 し て い た 可 能 性 も 考 え ら れ る こ と は 留 意 す べ き で あ る。

（２） 井 戸 跡
　SK15 は 素 掘 り の も の で、 時 期 は 平 安 時 代 と 推 定 さ れ る。 本 遺 跡 で は 当 該 期 の 井
戸 跡 が 計 1 ４ 基 検 出 さ れ て お り、 第 ２ 次 調 査 で 中 世 ２ 基、 第 ３ 次 調 査 で 古 墳 時 代 か
ら 中 ・ 近 世 ５ 基、 第 ５ 次 調 査 で 平 安 時 代 １ 基、 中 世 １ 基、 第 ６ 次 調 査 で 平 安 時 代 ２
基、 平 安 か ら 中 世 １ 基、 中 世 １ 基、 第 ８ 次 調 査 で 平 安 時 代 １ 基 で あ る。
　 井 戸 が 生 活 用 水 を 得 る 施 設 で あ る こ と を 考 え る と、 当 該 期 の 本 遺 跡 周 辺 に 人 々 が
生 活 を 営 ん で い た こ と を 示 す 一 つ の 根 拠 に な り う る。

３．成果と課題
　 今 回 の 調 査 で は 弥 生 時 代 後 期 か ら 近 世 に わ た る 多 く の 遺 構 ・ 遺 物 を 検 出 す る こ と
が で き た。 特 に、 細 や か な 装 飾 が 施 さ れ た 弥 生 土 器 の ミ ニ チ ュ ア や、 製 作 過 程 で の
転 用 と 考 え ら れ る 土 師 器 の 鉢 な ど、 類 例 が 少 な い 遺 物 を 検 出 で き た こ と は 大 き な 成
果 で あ る。 本 遺 跡 全 体 を 通 し て 言 え る こ と だ が、 各 調 査 範 囲 が 狭 小 で 遺 構 の 全 様 を
確 認 す る こ と が で き な い た め、性 格 や 規 模、帰 属 年 代 な ど が 判 断 し 難 い 状 況 に あ る。
特 に、 周 溝 状 遺 構 に 関 し て は 部 分 的 な 検 出 に と ど ま る ケ ー ス が ほ と ん ど で あ り、 判
断 に 必 要 な 要 素 を 欠 く の が 現 状 で あ る。 引 き 続 き 発 掘 調 査 の 成 果 を 蓄 積 し、 周 辺 の
遺 跡 と 照 ら し 合 わ せ な が ら、 総 合 的 に 分 析 ・ 研 究 す る 必 要 が あ る。 　 　（林 ひ か る）
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第 ２ 節 　 総 括
　 前 谷 遺 跡 第 10 次 調 査 で は、 弥 生 時 代 後 期 か ら 古 墳 時 代 前 期 の 溝 状 遺 構 ８ 条、 土
坑 ７ 基、 平 安 時 代 か ら 中 世 ま で の 溝 状 遺 構 ６ 条、 井 戸 跡 １ 基、 土 坑 11 基、 近 世 の
井 戸 跡 １ 基、土 坑 ９ 基 を 検 出 し た。 出 土 遺 物 は、弥 生 土 器、古 墳 時 代 前 期 の 土 師 器、
平 安 時 代 の 土 師 器、 須 恵 器、 石 帯、 陶 磁 器、 近 世 土 器、 銭 貨 が 出 土 し、 弥 生 時 代 後
期 か ら 近 世 ま で の 変 遷 を 明 ら か に す る こ と が で き た。
　 弥 生 時 代 後 期 か ら 古 墳 時 代 前 期 で は 溝 状 遺 構 ８ 条 を 検 出 し た の は 大 き な 成 果 で あ
る。 溝 状 遺 構 の 内 第 ４ 号 溝 状 遺 構、 第 14 号 溝 状 遺 構 は 明 確 な 屈 曲 が あ り、 溝 の 先
端 が 検 出 さ れ て い る た め 周 溝 状 遺 構 と み ら れ る。 調 査 地 西 側 で 行 っ た 第 ６ 次 調 査 の
調 査 区 １ 南 東 側 で 検 出 さ れ た 第 ２ 号 周 溝 状 遺 構 は 北 東 か ら 南 西 に 伸 び、 そ れ ぞ れ 調
査 区 外 へ 続 く も の の、 本 調 査 地 点 で は 延 長 線 上 に 伸 び る 溝 は 確 認 で き な い こ と か ら
屈 曲 し て い る と み ら れ、 軸 や 規 模 な ど か ら 第 3 号 溝 状 遺 構 と 同 一 遺 構 の 可 能 性 が あ
る。
　 ま た、 中 世 の 区 画 溝 と み ら れ る 第 １ 号 溝 状 遺 構 は、 土 地 の 区 割 り が 行 わ れ た 様 相
を 示 す 遺 構 と 考 え ら れ、 市 内 で は 中 世 以 前 の も の は 前 谷 遺 跡 で し か 確 認 さ れ て お ら
ず、 重 要 な も の で あ る。
　 遺 物 と し て は、 第 ４ 号 土 坑 か ら 出 土 し た ミ ニ チ ュ ア 土 器 は、 壺 型 土 器 を 精 巧 に 模
倣 し て お り 市 内 で は 類 例 が な い。 ま た 第 １ 号 溝 状 遺 構 か ら 出 土 し た 石 帯 は、 市 内 で
初 め て 確 認 さ れ た も の で、 平 安 時 代 の 遺 構 ・ 遺 物 が 少 な い 戸 田 市 に お い て、 当 該 期
の 様 相 を 知 る 上 で 貴 重 な 成 果 で あ る。
　 前 谷 遺 跡 の 発 掘 調 査 は 10 次 調 査 ま で 増 え、 各 調 査 範 囲 は 僅 少 で あ る が、 遺 跡 の
様 相 や 各 時 期 の 集 落 状 況 に つ い て 情 報 が 蓄 積 さ れ、 隣 接 す る 遺 跡 と の 比 較 検 討 が で
き る よ う に な っ て き て い る。
　 古 墳 時 代 前 期 ま で の 集 落 で は、 近 接 す る 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡 や 南 原 遺 跡 な ど 同 時
期 の 遺 跡 と 比 較 す る と、 竪 穴 建 物 が 確 認 で き な い こ と が 大 き な 特 徴 と 言 え る。 上 記
の 遺 跡 と 比 べ 調 査 面 積 が 狭 く、 遺 構 を 確 認 で き て い な い 可 能 性 が あ る が、 周 溝 状 遺
構 は 21 基 ほ ど 確 認 さ れ て お り、 周 溝 状 遺 構 を 基 本 と す る 集 落 形 態 で あ る の は 間 違
い な い。
　 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡 で は 古 墳 時 代 の 周 溝 状 遺 構 か ら は 器 台 ・ 東 海 系 高 坏 と 一 緒 に
弥 生 時 代 以 来 の 伝 統 的 文 様 壺 が 出 土 す る が、 竪 穴 建 物 か ら は 伝 統 的 文 様 壺 の 出 土 が
少 な く、 器 台 ・ 東 海 系 高 坏 よ り 後 出 す る 小 型 丸 底 坩 が 出 土 す る た め 周 溝 状 遺 構 と 竪
穴 建 物 の 関 係 は 時 期 差 と み ら れ、 古 墳 時 代 前 期 中 頃 以 降 に 集 落 の 様 相 が 変 わ る と み
ら れ て い る。
　 前 谷 遺 跡 で は、 現 在 の と こ ろ 器 台 ・ 東 海 系 高 坏 が ほ と ん ど 出 土 し て お ら ず、 ま た
弥 生 時 代 後 期 の ほ ぼ 完 形 の 壺 型 土 器 が 出 土 し て い る こ と を 考 え る と、 竪 穴 建 物 が 確
認 で き な い 要 因 は 時 期 差 に よ る も の で あ り、 弥 生 時 代 後 期 の 集 落 形 成 後、 古 墳 時 代
前 期 前 半 ま で に 集 落 が 廃 絶 し、 鍛 冶 谷 ・ 新 田 口 遺 跡 や 南 原 遺 跡 に 移 っ た 可 能 性 が 考
え ら れ る。
　 今 後 と も 発 掘 調 査 に よ る 類 例 の 増 加 や 周 辺 遺 跡 と の 比 較 検 討 を 通 じ て、 前 谷 遺 跡
の 集 落 の 様 相 や 生 活 形 態 な ど に つ い て 明 ら か に し て い き た い。 　 　 　 　（今 井 源 吾）
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【註】
註１）井戸跡（SE）と報告しているが、底面までの深度に関して断ち割り調査の未実施及び検土杖調査のみにとどま
るため、遺構の種別、番号、略記号の変更を行わず、調査時点での遺構の種別、番号、略記号である「第２号土坑－
SK02、第 15号土坑－ SK15」をそのまま使用した。

【引用・参考文献】
飯島義雄　1998「古墳時代における「周溝をもつ建物」の意義」『群馬県立歴史博物館紀要』第 19 号 pp.65-78　
　群馬県立歴史博物館
及川良彦　1998「関東地方の低地遺跡の再検討―弥生時代から古墳時代前半の「周溝を有する建物跡」を中心に―」『青
　山考古』第 15 号 pp.1-34　青山考古学会
高橋直樹・大木淳一　2015『石ころ博士入門』p.128　全国農村教育協会
立花 実　1996「「方形周溝墓」出土の土器　南関東①神奈川県」『関東の方形周溝墓』山岸良二編 pp.179-208　同成社
田中広明　2003「腰帯の語る古代の官人社会」『地方の豪族と古代の官人―考古学が解く古代社会の権力構造―』
　pp.16-74　柏書房
田中広明　2006『国司の館―古代の地方官人たち―』学生社
田中広明　2018「東北地方北部出土の石帯とその背景」『尾駮の駒・牧の背景を探る』六ケ所村「尾駮の牧」歴史研究
会編 pp.43-62　六一書房
長瀬 出　1999「方台部に建物址を伴う「周溝墓」について」『豊島馬場遺跡Ⅱ』北区埋蔵文化財調査報告第 25 集
　pp.353-361　北区教育委員会
平尾政幸　2000「平安京の石製銙具とその生産」『研究紀要』第７号 pp.41-86　京都市埋蔵文化財研究所
福田 聖　2000『方形周溝墓の再発見』ものが語る歴史３　同成社
福田 聖　2014『低地遺跡からみた関東地方における古墳時代への変革』六一書房

（報告書）
塩野 博・伊藤和彦　1978『前谷遺跡発掘調査概要』　戸田市文化財調査報告ⅩⅢ　戸田市教育委員会
岩井聖吾・坂上直嗣・山嵜裕子　2013『南原遺跡Ⅺ』　戸田市文化財調査報告ⅩⅧ　戸田市教育委員会
岩井聖吾　2015『前谷遺跡Ⅳ』　戸田市文化財調査報告ⅩⅩ　戸田市教育委員会
長澤有史　2018『前谷遺跡Ⅴ』　戸田市文化財調査報告ⅩⅩⅦ　戸田市教育委員会
吉田幸一　2019『前谷遺跡Ⅵ』　戸田市文化財調査報告ⅩⅩⅧ　戸田市教育委員会
今井源吾・辻 弘和　2020『前谷遺跡Ⅶ』　戸田市文化財調査報告ⅩⅩⅨ　戸田市教育委員会



－ 52 －

写 真 図 版



１ 　 調 査 区 全 景 （合 成、 東 か ら）

図
版
１



３　SD01 土層断面 A（西から）

５　SD04 完掘（南から）

１　SD01・04・05・14、SK04 完掘（北西から）

４　SD01 土層断面 B（西から）

２　SD01 完掘（東から）

図
版
２



１　SD04 土層断面・遺物出土状況（北から） ２　SD04 遺物出土状況（東から）

３　SD03・04・05・06 完掘（南東から）

５　SD07 完掘（南東から）

４　SD06 土層断面（北から）

７　SD07 遺物出土状況（西から）

６　SD07 土層断面（南東から）

図
版
３



５　SD08・SD11 完掘（東から） ６　SD11 土層断面（南西から）

８　SD14 土層断面（南から）

１　SD08 土層断面（南西から）

３　SD10 土層断面（北西から）

７　SD12・13 完掘（西から）

２　SD09 土層断面（南から）

４　SD10 完掘（２区調査時、南から）

図
版
４



２　SD14 土層断面（南西から）

４　SK01 土層断面（北から）

１　SD14 完掘（東から）

３　SK01 完掘（北から）

５　SK02 完掘（西から） ６　SK02 土層断面（東から）

８　SK03 土層断面（北から）７　SK03 完掘（南から）

図
版
５



３　SK04 遺物出土状況（南から） ４　SK05 完掘（北から）

１　SK04 完掘（北から） ２　SK04 土層断面（南から）

５　SK05 土層断面（西から）

７　SK06 遺物出土状況（南東から） ８　SK07 完掘（東から）

６　SK06 土層断面（南から）

図
版
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２　SK09 完掘（北から）

４　SK10 土層断面（南から）

１　SK07 土層断面（南から）

３　SK09 土層断面（北から）

５　SK11 土層断面（南から） ６　SK12 土層断面（南から）

８　SK13 土層断面（西から）７　SK13 完掘（西から）

図
版
７



２　SK15 土層断面（北から）

４　SK17 完掘（南から）

１　SK14 完掘（西から）

３　SK16 土層断面（西から）

５　SK17 土層断面（南から） ６　SK18 完掘（南から）

８　SK19 土層断面（北から）７　SK18 土層断面（南から）

図
版
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２　SK21 土層断面（東から）

４　SK22 土層断面（北西から）

１　SK20・P38 土層断面（東から）

３　SK22 完掘（北西から）

５　SK23 土層断面（北から） ６　SK24・SK28 完掘（南東から）

８　SK26 土層断面（西から）７　SK25 土層断面（西から）

図
版
９



２　SK28 土層断面（西から）

４　調査風景（東から）

５　調査風景（東から）

７　SD05 出土遺物　口縁部
（第 15 図－ 12、図版 12 － 10）

８　SD05 出土遺物　内面
（第 15 図－ 12、図版 12 － 10）

６　調査風景（北から）

１　SK27 土層断面（西から）

３　SK30 土層断面（南から）

図
版
10



第 １ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD01）

第 ３ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD03）

第 ４ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD04）

8

4

7

1 2
3

6

5

原寸

図
版
11



第 ４ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD04）

第 ５ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD05）

第 ９ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD09）

第 13 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD13）第 ７ 号 溝 状 遺 構 出 土 遺 物 （SD07）

1 2 3 4

8

9 11

11

12

13

14

10

65

7

図
版
12



第 ４ 号 土 坑 出 土 遺 物 （SK04）

第 ２ 号 土 坑 出 土 遺 物 （SK02）第 １ 号 土 坑 出 土 遺 物 （SK01）

第 ６ 号 土 坑 出 土 遺 物 （SK06）

第 15 号 土 坑 出 土 遺 物 （SK15）

第 17 号 土 坑 出 土 遺 物
（SK17）

第 33 号 ピ ッ ト 出 土 遺 物
（P33）

第 17 号 土 坑 出 土 遺 物

1

4
6

5

7 8

9

10

11 12

2 3

原寸
11
原寸

4
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図
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ふりがな

書名

副書名

シリーズ名

シリーズ番号

編著者名

編集機関

所在地

発行年月日

ふりがな

所収遺跡名 市町村 遺跡番号

前谷遺跡

第10次調査

11224
06－
003、

004、005

35°
48′
46″

139°
40′
49″

126.91
店舗・
共同住
宅建設

所収遺跡名 種別 主な時代

・

・

・

不明 ピット 60基

要　　約

近世 陶磁器、土器

集落跡

弥生土器、土師器 第１次調査の周
溝状遺構と同
形・同規模と推
定される周溝状
遺構を検出。その
他周溝状遺構と推
定される遺構を２
基検出。

溝状遺構
土坑

８条
７基

溝状遺構
井戸跡
土坑

６条
１基
11基

井戸跡
土坑

１基
９基

・弥生土器のミニ
チュアが完形で
出土

東西に延びる区
画溝１条を検出

土師器、須恵器、中世陶
器、石帯（丸鞆）

玉髄製の石帯
（丸鞆）が出土

土師器、須恵器

　本調査地点は、周知の埋蔵文化財包蔵地である前谷遺跡の範囲に属し、JR埼京線戸田公
園駅から北東に約600ｍの戸田市上戸田二丁目25番３、６の一部に所在する。
　前谷遺跡は、利根川等の河川により形成された平坦な沖積地（荒川低地）に氾濫や流路変
更によって左岸に発達した微高地上に立地している。
　調査の結果、弥生時代後期後半から古墳時代前期では周溝状遺構と推定される溝状遺構
８条、土坑７基、平安時代から中世では溝状遺構６条、井戸跡１基、土坑11基、近世では
井戸跡１基、土坑９基を検出した。その他、時期不明のピット60基を検出した。
　出土遺物は、弥生時代後期後半から古墳時代前期では弥生土器、弥生土器のミニチュア、
土師器、平安時代から中世では東金子・南比企産の須恵器、中世陶器、石帯（丸鞆）、近世
では瀬戸･美濃系陶磁器、肥前系陶磁器、江戸在地系のかわらけ小皿や焙烙、銭貨の寛永通
宝等が出土した。

前谷遺跡Ⅹ　埋蔵文化財発掘調査報告書

〒335-8588　埼玉県戸田市上戸田１－18－１　℡048(441)1800

令和3（2021）年　８月　31日

調査面
積

（㎡）

2021.1.12
～

2021.2.12

所収地

前谷遺跡

戸田市上戸田二丁目

25番３、６の一部

主な遺構 主な遺物 特記事項

弥生時代
後期後半

前期

～
古墳時代

平安時代
～中世

調査原
因

北緯
°′″

東経
°′″

調査期間

今井源吾　林ひかる　パリノ・サーヴェイ株式会社

戸田市教育委員会
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